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第 1 章

概要

• 概要 （1 ページ）
• Cisco HyperFlex システム関連資料 （2 ページ）
• 外部機能 （2 ページ）
• サービス可能なコンポーネントの場所 （4 ページ）
• ノード機能の概要 （5 ページ）

概要
このガイドでは、すべての Cisco HX220c ハイブリッド、All-Flash、All-NVMe モデルについて
説明します。

次の表に、必要な Cisco HyperFlex ソフトウェアの最小レベルを示します。

下記のソフトウェア要件はベースシャーシ用です。特定の設定可能なコンポーネントには、こ
のガイドに注記されているように、後続のソフトウェア レベルが必要になる可能性がありま
す。

（注）

表 1 : HX220c M5 システム ソフトウェアの最小要件

Cisco HyperFlex ソフトウェアの最小レベルSystem Version

2.6 (1a) 以降HX220c M5 Hybrid

(HX220C-M5SX)

2.6 (1a) 以降HX220c M5 All-Flash

(HXAF220C-M5SX)

4.0 (1) 以降HX220c M5 All-NVMe

(HXAF220C-M5SN)

Cisco HX220c M5 HyperFlex ノード インストール ガイド (ハイブリッド、オールフラッシュ、& All-NVMe モデル)
1



Cisco HyperFlex システム関連資料
スタート ガイド、アドミニストレーション ガイド、リリース ノートなどの関連する Cisco
HyperFlex システムのマニュアルへのリンクは、Cisco HyperFlex Systems Documentation Roadmap
にリストされています。

外部機能
ここでは、ノードの外部機能を示します。

前面パネルの機能

LED の状態の定義については、前面パネルの LED （19 ページ）を参照してください。

図 1 : 前面パネル

電源装置ステータス LED7ドライブ ベイ 3 ～ 10：

• HX220c Hybrid：永続データ HDD

• HX220c All-Flash：永続データ SSD

• HX220c All-NVMe: 永続データ NVMe SSD

1

ファン ステータス LED8ドライブ ベイ 1: ログ用のシステム SSD2

ネットワーク リンク アクティビティ LED9ドライブ ベイ 2：キャッシング SSD3
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温度ステータス LED10電源ボタン/LED4

引き抜きアセット タグ11ユニット識別 LED5

KVM ケーブル コネクタ

（DB-15 VGA 1 個、DB-9 シリアル 1 個、およ
び USB コネクタ 2 個を装備した KVM ケーブ
ルとともに使用）

12システム ステータス LED6

背面パネルの機能

LED の状態の定義については、背面パネルの LED （22 ページ）を参照してください。

図 2 : Cisco UCS C220 M5 サーバの背面パネル

背面ユニット識別ボタン/LED7モジュラ LAN-on-motherboard（mLOM）カー
ド ベイ（x16 PCIe レーン）

1

電源（1 または 2 台、2 台の電源が存在する場
合は 1 + 1 として冗長）

8USB 3.0 ポート（2 個）2

PCIe ライザー 2/スロット 2（x16 レーン）

フロントロード NVMe SSD（x8 レーン）用の
PCIe ケーブル コネクタが付属

9デュアル 1 Gb/10 Gb イーサネット ポート
（LAN1 と LAN2）

デュアル LAN ポートは、リンク パートナー
の機能に応じて 1 Gbps および 10 Gbps をサ
ポートできます。

3

PCIe ライザー 1/スロット 1（x16 レーン）10VGA ビデオ ポート（DB-15 コネクタ）4

デュアルホール アース ラグ用ネジ穴111 Gb イーサネット専用管理ポート5

-シリアル ポート（RJ-45 コネクタ）6
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サービス可能なコンポーネントの場所
ここでは、フィールドで交換可能なコンポーネントとサービス関連の品目の場所を示します。
次の図に、上部カバーを外した状態のノードを示します。

図 3 : サービス可能なコンポーネントの場所

電源ユニット（1 または 2 台、1+1 冗長の場合
にホットスワップ可能）

9ドライブ ベイ 3 ～ 10：

• HX220c Hybrid：永続データ HDD

• HX220c All-Flash：永続データ SSD

• HX220c All-NVMe: 永続データ NVMe SSD

1

PCIe ライザー 2/スロット 2（ハーフハイト、
x16 レーン）

フロントロード NVMe SSD（x8 レーン）用の
PCIe ケーブル コネクタが付属

10ドライブ ベイ 2：キャッシング SSD2

PCIe ライザー 1/スロット 1（フルハイト、x16
レーン）

microSD カード用のソケットが付属

11ドライブ ベイ 1: ログ用のシステム SSD3
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シャーシ床面（x16 PCIeレーン）上のモジュラ
LOM（mLOM）カード ベイ（図示されず）

12冷却ファン モジュール（7 個、ホットスワッ
プ可能）

4

モジュラ RAID（mRAID）ライザー、HBA ス
トレージ コントローラをサポート

13マザーボード上の DIMM ソケット（CPU あ
たり12 個）

5

PCIe ライザー 2 のフロントロード NVMe SSD
用の PCIe ケーブル コネクタ

14CPU とヒートシンク6

PCIe ライザー 1 の microSD カード ソケット15SATA M.2 SSD ブート ドライブ用のミニスト
レージ モジュール

7

-RTC バッテリ、垂直ソケット8

ノード機能の概要
次の表に、ノード機能の概要を示します。

説明機能

1ラックユニット（1RU）シャーシシャーシ

1 または 2 個の同じインテル Xeon プロセッサー スケーラ
ブル ファミリー CPU。

セントラル プロセッサ

マザーボード上に24個のDDR4 DIMMソケット搭載（CPU
あたり 12 個）。

最低 256 GB のメモリが使用されます。

メモリ

マルチビット エラー保護をサポートします。マルチビット エラー保護

Cisco Integrated Management Controller（Cisco IMC）ファー
ムウェアを実行する BMC。

Cisco IMC 設定に応じて、1 Gb 専用管理ポート、1 Gb/10
Gb イーサネット LAN ポート、または、シスコ仮想イン
ターフェイスカードを介してCisco IMCにアクセスできま
す。

ベースボード管理
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説明機能

背面パネル：

• 1 Gb イーサネット専用管理ポート X1（RJ-45 コネク
タ）

• 1 Gb/10 Gb BASE-T イーサネット LAN ポート X 2
（RJ-45 コネクタ）

デュアル LAN ポートは、リンク パートナーの機能に
応じて 1 Gbps および 10 Gbps をサポートできます。

• RS-232 シリアル ポート（RJ-45 コネクタ）X 1

• VGA ビデオ コネクタ ポート X1（DB-15 コネクタ）

• USB 3.0 ポート × 2

前面パネル：

• USB 2.0 2 個、VGA 1 個、DB-9 シリアル コネクタ 1
個を装備した KVM ケーブルを使用する前面パネル
KVM（キーボード/ビデオ/マウス）コネクタ X1。

ネットワークおよび管理 I/O

背面パネルの追加接続用に、mLOM カードを追加するた
めに使用できる専用ソケット（X 16 PCIe レーン）X1。

モジュラ LOM

1 または 2 台の電源装置。2 台の電源が存在する場合は 1
+ 1 として冗長。

電源

Advanced Configuration and Power Interface（ACPI）4.0 規格
をサポートしています。

ACPI

ホットスワップ可能なファン モジュール（前面から背面
に向かう冷却用）X 7。

冷却

2 つの水平 PCIe 拡張スロット（PCIe ライザー アセンブリ
上）。

PCIe I/O

このノードの PCIe バス スロットは InfiniBand アーキテク
チャをサポートしています。

InfiniBand

ドライブは前面パネルドライブベイに取り付けられます。ストレージ、前面パネル
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説明機能

ノードには次の内部ストレージ オプションがあります。

• マザーボード上の USB ポート X 1。

• SATA M.2 SSD ブート ドライブをサポートするミニス
トレージ モジュール。

• PCIe ライザー 1 の microSD カード ソケット X 1。

ストレージ、内部

ノードには、HBA ストレージ コントローラをサポートす
る専用の内部 mRAID ライザーが付属しています。

ストレージの管理

統合 VGA ビデオ。統合ビデオ
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第 2 章

ノードの設置

• 設置の準備 （9 ページ）
• ラックへのノードの設置 （12 ページ）
• ノードの初期設定 （16 ページ）

設置の準備
この章では、ラックにノードを取り付け、初期設定を実行する手順を説明します。

設置に関する警告およびガイドライン

ノードの設置、操作、または保守を行う前に、『 Regulatory Compliance and Safety Information
for Cisco UCS C-Series Servers 』を参照して重要な安全情報を確認してください。

（注）

安全上の重要な注意事項

この警告マークは「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されていま
す。機器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に
留意してください。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の
安全についての警告を参照してください。

ステートメント 1071

警告

システムの過熱を防ぐため、最大推奨周囲温度の 35°C （95°F） を超えるエリアで操作しない
でください。

ステートメント 1047

警告
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いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐ手が届く状態にしてお
いてください。

ステートメント 1019

警告

この製品は、設置する建物に短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計されて
います。この保護装置の定格が 250 V、15 A 以下であることを確認します。

ステートメント 1005

警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。

ステートメント 1074

警告

この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入りが制限された
場所とは、特殊な器具、錠と鍵、またはその他の保安手段を使用しないと入れない場所を意味
します。

ステートメント 1017

警告

ノードを取り付ける際は、適切なエアーフローを確保するために、レールキットを使用する必
要があります。レールキットを使用せずに、ユニットを別のユニットの上に物理的に置く、つ
まり「積み重ねる」と、ノードの上部にある通気口がふさがれ、過熱したり、ファンの回転が
速くなったり、電力消費が高くなったりする原因となる可能性があります。ノードをラックに
取り付けるときは、これらのレールによりノード間で必要な最小の間隔が提供されるので、
レール キットにノードをマウントすることを推奨します。レール キットを使用してユニット
をマウントする場合は、ノード間の間隔を余分にとる必要はありません。

注意

鉄共振技術を使用する無停電電源装置（UPS）タイプは避けてください。このタイプの UPS
は、システムに使用すると、データ トラフィック パターンの変化によって入力電流が大きく
変動し、動作が不安定になるおそれがあります。

注意

ノードを設置する際には、次のガイドラインに従ってください。

• ノードの周囲に、ノードへのアクセスおよび適切な通気のための十分なスペースがあるこ
とを確認します。このノードでのエアーフローは、前面から背面に流れます。

• 空調が、環境仕様（97ページ）に記載された温度要件に適合していることを確認します。
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• キャビネットまたはラックが、ラックに関する要件 （11 ページ）に記載された要件に適
合していることを確認します。

• 設置場所の電源が、電力仕様 （98 ページ）に記載された電源要件に適合していることを
確認します。使用可能な場合は、電源障害に備えて無停電電源装置（UPS）を使用してく
ださい。

ラックに関する要件
次のタイプのラックを使用する必要があります。

• 標準的な 19 インチ（48.3 cm）幅 4 支柱 EIA ラック（ANSI/EIA-310-D-1992 のセクション
1 に準拠した英国ユニバーサル ピッチに適合するマウント支柱付き）。

• 付属のシスコ製スライド レールを使用する場合、ラック支柱の穴は、9.6 mm（0.38 イン
チ）の正方形、7.1 mm（0.28 インチ）の丸形、#12-24 UNC、または #10-32 UNC になりま
す。

• ノードあたりの縦方向の最小ラック スペースは、1 ラック ユニット（RU）、つまり
44.45 mm（1.75 インチ）である必要があります。

サポートされるシスコ製スライド レール キット

ノードは、次のレール キット オプションをサポートします。

• シスコ製品 UCSC-RAILB-M4=（ボールベアリング スライド レール キット）。

• シスコ製品 UCSC-RAILF-M4=（フリクション スライド レール キット）。

• シスコ製品 UCSC-CMAF-M4=（ケーブル マネジメント アーム）

ラックの設置に必要な工具

シスコが販売するこのノード用のスライド レールの場合、設置に必要な工具はありません。

スライド レールおよびケーブル マネジメント アームの寸法

このノードのスライド レールの調整範囲は 24 ～ 36 インチ（610 ～ 914 mm）です。

オプションのケーブル マネジメント アーム（CMA）を使用する場合、長さの要件がさらに追
加されます。

• ノードの背面から CMA の背面までの距離は 5.4 インチ（137.4 mm）追加されます。

• CMA を含むノードの全長は 35.2 インチ（894 mm）です。
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ラックへのノードの設置

ラックにこの装置をマウントしたり、ラック上の装置の作業を行うときは、ケガをしないよう
に、装置が安定した状態に置かれていることを十分に確認してください。安全を確保するため
に、次のガイドラインを守ってください。

ラックに設置する装置が 1 台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番に取り
付けます。

ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装置を
設置したり、ラック内の装置を保守したりしてください。

ステートメント 1006

警告

ステップ 1 ノードの側面に内側レールを装着します。

a) レール内の3つのキー付きスロットがノード側面の3個のペグの位置に合うように、内側レールをノー
ドの一方の側の位置に合わせます。

b) キー付きスロットをペグに設定し、レールを前面に向けてスライドさせて、ペグの所定の位置にロッ
クします。前面スロットには、前面ペグにロックするための金属製クリップがあります。

c) 2 つ目の内側レールをノードの反対側に取り付けます。

図 4 : ノードの側面への内側レールの取り付け

内側レール前面のロッキング クリップ2ノード前面1

ステップ 2 両方のスライドレール部品で前面の固定プレートを開きます。スライドレール部品の前端に、バネ仕掛け
の固定プレートがあります。取り付けペグをラック支柱の穴に挿入する前に、この固定プレートが開いて
いる必要があります。

部品の外側で、背面を向いている緑色の矢印ボタンを押して、固定プレートを開きます。

Cisco HX220c M5 HyperFlex ノード インストール ガイド (ハイブリッド、オールフラッシュ、& All-NVMe モデル)
12

ノードの設置
ラックへのノードの設置



図 5 : 前面の固定部分、前端の内側

開いた位置に引き戻された固定プレート3前面側の取り付けペグ1

-取り付けペグと開いた固定プレートの間
のラック支柱

2

ステップ 3 外側のスライド レールをラックに取り付けます。

a) 片側のスライド レール部品の前端を、使用する前面ラック支柱の穴の位置に合わせます。

スライド レールの前部がラック支柱の外側を回り込むように配置され、取り付けペグが外側の前部か
らラック支柱の穴に入ります。

ラック支柱は、取り付けペグと開いた固定プレートの間にある必要があります。（注）

b) 取り付けペグを、外側前面からラック支柱の穴に押し込みます。
c) 「PUSH」のマークが付いた固定プレートのリリースボタンを押します。ばね仕掛けの固定プレートが

閉じて、ペグが所定の位置にロックされます。
d) スライド レールの長さを調整したら、背面取り付けペグを対応する背面ラック支柱の穴に差し込みま

す。スライド レールは前面から背面に向かって水平である必要があります。

背面取り付けペグを、ラック支柱の内側から背面ラック支柱の穴に入れます。

e) 2 つ目のスライド レール部品を、ラックの反対側に取り付けます。2 つのスライド レール部品が同じ
高さであり、水平になっていることを確認します。

f) 所定の位置に収まって留まるまで、各部品の内側のスライド レールをラック前方へ引き出します。

ステップ 4 ノードをスライド レールに装着します。

このノードは、コンポーネントがフルに搭載されている場合、最大で 27 kg（60 ポンド）の重量
になります。ノードを持ち上げるときは、2 人以上で行うか、リフトを使用することを推奨しま
す。この手順を 1 人で実行しようとすると、怪我や機器の損傷を招くおそれがあります。

注意

a) ノードの側面に装着されている内側レールの後端を、ラック上の空のスライド レールの前端の位置に
合わせます。

b) 内部の停止位置で止まるまで、内側レールをラック上のスライド レールに押し込みます。
c) 両方の内側レールで内側レール リリース クリップを背面に向けてスライドさせたら、前面のスラム

ラッチがラック支柱に収まるまで、ノードをラックに押し込みます。
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図 6 : 内側レール リリース クリップ

ラック支柱に装着されている外側スライ
ド レール

3内側レール リリース クリップ1

-ノードに装着され、外側のスライドレー
ルに挿入されている内側レール

2

ステップ 5 （任意）スライド レールに付属の 2 本のネジを使用して、ノードをさらに確実にラックに固定します。
ノードを取り付けたラックを移動する場合は、この手順を実行します。

ノードをスライドレールに完全に押し込んだ状態で、ノード前面のヒンジ付きスラムラッチのレバーを開
き、レバーの下にある穴からネジを挿入します。ネジがラック支柱のレールの静止部分に挿入され、ノー
ドが引き抜かれるのを防ぎます。反対のスラム ラッチについても行ってください。

ケーブル マネジメント アームの取り付け（任意）

ケーブルマネジメントアーム（CMA）は、左右を逆にして取り付けることができます。CMA
を逆に取り付けるには、取り付ける前にケーブルマネジメントアームを逆に取り付け（任意）
（16 ページ） を参照してください。

（注）

ステップ 1 ノードをラックに完全に押し込んだ状態で、ノードから最も離れた CMA アームの CMA タブを、ラック支
柱に取り付けられている固定スライド レールの終端に押し込みます。カチッと音がしてロックされるま
で、タブをレールの終端にスライドさせます。
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図 7 : スライド レール後端への CMA の取り付け

幅調整スライダのCMAタブは、外側の固
定スライドレールの終端に取り付けます。

3ノードから最も離れたアームの CMA タ
ブは、外側の固定スライド レールの終
端に取り付けます。

1

ノード背面4ノードに最も近いアームの CMA タブ
は、ノードに装着された内側のスライド
レールの終端に取り付けます。

2

ステップ 2 ノードに最も近い CMA タブを、ノードに装着された内側レールの終端にスライドさせます。カチッと音
がしてロックされるまで、タブをレールの終端にスライドさせます。

ステップ 3 CMA アセンブリの反対側の終端にある幅調整スライダを、ラックの幅まで引き出します。

ステップ 4 幅調整スライダの終端にある CMA タブを、ラック支柱に取り付けられている固定スライド レールの終端
に押し込みます。カチッと音がしてロックされるまで、タブをレールの終端にスライドさせます。

ステップ 5 各プラスチック製ケーブルガイドの上部でヒンジ付きフラップを開き、必要に応じてケーブルガイドを通
してケーブルを配線します。
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ケーブル マネジメント アームを逆に取り付け（任意）

ステップ 1 CMA アセンブリ全体を、左から右へ 180 度回転させます。プラスチック製ケーブル ガイドは、上を向い
たままにしておく必要があります。

ステップ 2 ノードの背面を向くように、CMA アームの終端でタブを反転させます。

ステップ 3 幅調整スライダの終端にあるタブを回転させます。タブの外側の金属ボタンを長押しし、ノードの背面を
向くようにタブを 180 度回転させます。

図 8 : CMA の反転

タブの外側の金属ボタン2幅調整スライダの終端の CMA タブ1

ノードの初期設定
次の資料を参照してください。

• ラックにノードを物理的に設置する手順については、ラックへのノードの設置 （12 ペー
ジ） を参照してください。

• システムのファブリックインターコネクトの設定と、HXシリーズHyperFlexノードをファ
ブリックに接続するためのインストール手順については、『Cisco HyperFlex Systems Getting
Started Guide』を参照してください。『Cisco HyperFlex Systems Documentation Roadmap』
を参照してください。
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• HX220cノードをコンピューティング専用ノードとして追加する手順については、『Cisco
HyperFlex Systems Getting Started Guide』の「Adding a Compute Node」の項を参照してくだ
さい。『Cisco HyperFlex Systems Documentation Roadmap』を参照してください。

• トラブルシューティングのみの目的でノードをスタンドアロンモードで起動する手順につ
いては、スタンドアロン モードでのノードの設定 （91 ページ） を参照してください。.
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第 3 章

サーバの保守

• ステータス LED およびボタン （19 ページ）
• コンポーネント取り付けの準備 （25 ページ）
• コンポーネントの取り外しおよび取り付け （32 ページ）
• サービス ヘッダーおよびジャンパ （81 ページ）
• スタンドアロン モードでのノードの設定 （91 ページ）

ステータス LED およびボタン
ここでは、前面、背面、および内部の LED の状態について説明します。

前面パネルの LED
図 9 : 前面パネル LED
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表 2 : 前面パネル LED、状態の定義

状態LED 名

• 消灯：ハード ドライブは正常に動作中です。

• オレンジ：ドライブ障害が検出されました。

• オレンジの点滅：デバイスの再構成中です。

• 1 秒間隔のオレンジの点滅：ソフトウェアでド
ライブ位置特定機能がアクティブ化されました。

SAS/SATA ドライブの障害

NVMe ソリッド ステート ドライブ
（SSD）ドライブ トレイの LED の動作
は、SAS/SATA ドライブ トレイとは異な
ります。

（注）

1

SAS

• 消灯：ハード ドライブ トレイにハード ドライ
ブが存在しません（アクセスなし、障害なし）。

• 緑：ハードドライブの準備が完了しています。

• 緑の点滅：ハードドライブはデータの読み取り
中または書き込み中です。

SAS/SATA ドライブ アクティビティ LED2

SAS

• 消灯：ドライブが使用されていないため、安全
に取り外すことができます。

• 緑色：ドライブは使用中で、正常に機能してい
ます。

• 緑の点滅：ドライバがインサーションに続いて
初期化を実行中であるか、またはイジェクトコ
マンドに従ってアンロードを実行中です。

• オレンジ：ドライブに障害が発生しています。

• オレンジの点滅：ドライブはソフトウェアで
Locate コマンドを発行されました。

NVMe SSD ドライブ障害

NVMe ソリッド ステート ドライブ
（SSD）ドライブ トレイの LED の動作
は、SAS/SATA ドライブ トレイとは異な
ります。

（注）

1

NVMe

• 消灯：ドライブアクティビティはありません。

• 緑の点滅：ドライブ アクティビティがありま
す。

NVMe SSD アクティビティ2

NVMe

• 消灯：サーバにAC電力が供給されていません。

• オレンジ：サーバはスタンバイ電源モードです。
Cisco IMC と一部のマザーボード機構にだけ電
源が投入されています。

• 緑：サーバは主電源モードです。すべてのサー
バコンポーネントに電力が供給されています。

電源ボタン/LED3
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• 消灯：ユニット識別機能は使用されていません。

• 青の点滅：ユニット識別機能がアクティブです。

ユニット識別4

• 緑：サーバは正常動作状態で稼働しています。

• 緑の点滅：サーバはシステムの初期化とメモリ
チェックを行っています。

• オレンジの点灯：サーバは縮退運転状態にあり
ます（軽度の障害）。次に例を示します。

• 電源装置の冗長性が失われている。

• CPU が一致しない。

• 少なくとも 1 つの CPU に障害が発生してい
る。

• 少なくとも 1 つの DIMM に障害が発生して
いる。

• RAID 構成内の少なくとも 1 台のドライブ
に障害が発生している。

• オレンジの点滅（2 回）：システム ボードで重
度の障害が発生しています。

• オレンジの点滅（3 回）：メモリ（DIMM）で
重度の障害が発生しています。

• オレンジの点滅（4 回）：CPU で重度の障害が
発生しています。

システム ヘルス5

• 緑：すべての電源装置が正常に動作中です。

• オレンジの点灯：1 台以上の電源装置が縮退運
転状態にあります。

• オレンジの点滅：1 台以上の電源装置が重大な
障害発生状態にあります。

電源装置ステータス6

• 緑：すべてのファンモジュールが正常に動作中
です。

• オレンジの点滅：1 つ以上のファン モジュール
で回復不能なしきい値を超えました。

ファン ステータス7
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• 消灯：イーサネット LOM ポート リンクがアイ
ドル状態です。

• 緑：1 つ以上のイーサネット LOM ポートでリン
クがアクティブになっていますが、アクティビ
ティは存在しません。

• 緑の点滅：1 つ以上のイーサネット LOM ポート
でリンクがアクティブになっていて、アクティ
ビティが存在します。

ネットワーク リンク アクティビティ8

• 緑：サーバは正常温度で稼働中です。

• オレンジの点灯：1 つ以上の温度センサーで重
大なしきい値を超えました。

• オレンジの点滅：1 つ以上の温度センサーで回
復不能なしきい値を超えました。

温度ステータス9

背面パネルの LED
図 10 : 背面パネル LED

表 3 : 背面パネル LED、状態の定義

状態LED 名

• 消灯：リンク速度は 100 Mbps です。

• オレンジ：リンク速度は 1 Gbps です。

• 緑：リンク速度は 10 Gbps です。

1 Gb/10 Gb イーサネット リンク速度（LAN1 と
LAN2 の両方）

1

• 消灯：リンクが確立されていません。

• 緑：リンクはアクティブです。

• 緑の点滅：アクティブなリンクにトラフィック
が存在します。

1 Gb/10 Gb イーサネットリンクステータス（LAN1
と LAN2 の両方）

2
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• 消灯：リンク速度は 10 Mbps です。

• オレンジ：リンク速度は 100 Mbps です。

• 緑：リンク速度は 1 Gbps です。

1 Gb イーサネット専用管理リンク速度3

• 消灯：リンクが確立されていません。

• 緑：リンクはアクティブです。

• 緑の点滅：アクティブなリンクにトラフィック
が存在します。

1 Gb イーサネット専用管理リンク ステータス4

• 消灯：ユニット識別機能は使用されていません。

• 青の点滅：ユニット識別機能がアクティブです。

背面ユニット識別5

AC 電源装置：

• 消灯：AC 入力なし（12 V 主電源はオフ、12 V
スタンバイは電源オフ）です。

• 緑の点滅：12 V 主電源はオフ、12 V スタンバイ
電源はオンです。

• 緑の点灯：12 V 主電源はオン、12 V スタンバイ
電源はオンです。

• オレンジの点滅：警告しきい値が検出されまし
たが、12 V 主電源はオンです。

• オレンジの点灯：重大なエラーが検出されまし
た（過電流、過電圧、過熱障害など）。12 V 主
電源はオフです。

電源の状態（各電源装置に 1 つ）6

内部診断 LED
サーバには、CPU、DIMM、およびファン モジュールの内部障害 LED があります。
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図 11 : 内部診断 LED の場所

DIMM 障害 LED（マザーボード上の各 DIMM
ソケットの後方に 1 つ）

これらのLEDは、サーバがスタンバイ電源モー
ドの場合にのみ動作します。

• オレンジ：DIMM に障害が発生していま
す。

• 消灯：DIMM は正常です。

3ファン モジュール障害 LED（マザーボード
上の各ファン コネクタの後方に 1 つ）

• オレンジ：ファンに障害が発生している
か、しっかりと装着されていません。

• 緑：ファンは正常です。

1

-CPU 障害 LED（マザーボード上の各 CPU ソ
ケットの後方に 1 つ）

これらの LED は、サーバがスタンバイ電源
モードの場合にのみ動作します。

• オレンジ：CPU に障害が発生していま
す。

• 消灯：CPU は正常です。

2
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コンポーネント取り付けの準備
ここでは、ノードへのコンポーネントの取り付けの準備に役立つ情報およびタスクについて説
明します。

サービス手順に必要な工具
この章の手順を実行するには、次の工具および器具を使用します。

• T-30 トルクス ドライバ（ヒートシンクの取り外し用、交換用 CPU に付属）

• No. 1 マイナス ドライバ（ヒートシンクの取り外し用、交換用 CPU に付属）

• No. 1 プラス ドライバ（M.2 SSD の交換用）

• 静電気防止用（ESD）ストラップまたは接地マットなどの接地用器具

Cisco UCS Manager を使用したノードの停止
ノードの内部コンポーネントを置き換える前に、ノードを停止（デコミッション）して Cisco
UCS設定からノードを削除する必要があります。この手順を使用してHXノードをシャットダ
ウンする場合、Cisco UCS Manager により、OS のグレースフル シャットダウン シーケンスが
トリガーされます。

ステップ 1 [Navigation (ナビゲーション)] ペインで、[Equipment (機器)] をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 停止するノードを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインの [General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Server Maintenance] をクリックします。

ステップ 6 [Maintenance (メンテナンス)] ダイアログ ボックスで、[Decommission (デコミッション)] をクリックし、
[OK] をクリックします。

ノードが Cisco UCS 設定から削除されます。

ノードのシャットダウンと電源切断
ノードは次の 2 つの電源モードのいずれかで動作します。

• 主電源モード：すべてのノードコンポーネントに電力が供給され、ドライブ上にある任意
のオペレーティング システムが動作できます。
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• スタンバイ電源モード：電力はサービスプロセッサと特定のコンポーネントにのみ供給さ
れます。このモードでノードから電源コードを外すことにより、オペレーティングシステ
ムおよびデータの安全を確保します。

ノードがシャットダウンされてスタンバイ電源モードになった後も、電流は引き続きノード上
に残ります。いくつかのサービス手順で指示されている完全な電源切断を行うには、ノードの
すべての電源装置からすべての電源コードを外す必要があります。

注意

前面パネルの電源ボタンまたはソフトウェア管理インターフェイスを使用してノードをシャッ
トダウンすることができます。

Cisco UCS Manager の [Equipment] タブを使用したシャットダウン
この手順を使用して HX ノードをシャットダウンする場合、Cisco UCS Manager により、OS の
グレースフル シャットダウン シーケンスがトリガーされます。

[Actions] 領域の [Shutdown Server] リンクがグレー表示されている場合、そのノードは動作して
いません。

（注）

ステップ 1 [Navigation] ペインで [Equipment] をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] > [Servers] を展開します。

ステップ 3 シャットダウンするノードを選択します。

ステップ 4 [Work] ペインの [General] タブをクリックします。

ステップ 5 [Actions] 領域で、[Shutdown Server] をクリックします。

ステップ 6 確認ダイアログが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ノードが正常にシャットダウンされると、[General] タブの [Overall Status] フィールドに電源オフ状態が表
示されます。

ステップ 7 サービス手順でノードの電源を完全に切断するよう指示されている場合は、ノードの電源装置からすべて
の電源コードを外します。

Cisco UCS Manager のサービス プロファイルを使用したシャットダウン
この手順を使用して HX ノードをシャットダウンする場合、Cisco UCS Manager により、OS の
グレースフル シャットダウン シーケンスがトリガーされます。
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[Actions] 領域の [Shutdown Server] リンクがグレー表示されている場合、そのノードは動作して
いません。

（注）

ステップ 1 [Navigation] ペインで [Servers] をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 シャットダウン対象のノードのサービス プロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 シャットダウンするノードのサービス プロファイルを選択します。

ステップ 5 [Work] ペインの [General] タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions] 領域で、[Shutdown Server] をクリックします。

ステップ 7 確認ダイアログが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ノードが正常にシャットダウンされると、[General] タブの [Overall Status] フィールドに電源オフ状態が表
示されます。

ステップ 8 サービス手順でノードの電源を完全に切断するよう指示されている場合は、ノードの電源装置からすべて
の電源コードを外します。

HX メンテナンス モードでの vSphere を使用したシャットダウン
手順によっては、ノードを Cisco HX メンテナンス モードに直接移行します。この手順では、
すべての VM を他のノードに移行した後、Cisco UCS Manager からノードをシャットダウンし
て停止（デコミッション）します。

ステップ 1 vSphere インターフェイスを使用して、ノードを Cisco HX メンテナンス モードにします。

• vSphere Web クライアントを使用する場合：

1. vSphere Web クライアントにログインします。

2. [Home (ホーム)] > [Hosts and Clusters (ホストとクラスタ)] に移動します。

3. [HX Cluster] が含まれている [Datacenter] を展開します。

4. [HX Cluster] を展開し、ノードを選択します。

5. ノードを右クリックし、[Cisco HX Maintenance Mode (Cisco HX メンテナンス モード)] > [Enter
HX Maintenance Mode (HX メンテナンス モードの開始)] の順に選択します。

• コマンドライン インターフェイスの使用：

1. root 権限を持つユーザとして、ストレージ コントローラ クラスタのコマンド ラインにログインし
ます。

2. ノード ID と IP アドレスを次のように特定します。
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# stcli node list --summary

3. ノードを HX メンテナンス モードにします。

# stcli node maintenanceMode (--id ID | --ip IP Address ) --mode enter

（stcli node maintenanceMode --help も参照してください）

4. ルート権限を持つユーザとして、このノードの ESXi コマンド ラインにログインします。

5. ノードが HX メンテナンス モードになっていることを次のように確認します。

# esxcli system maintenanceMode get

ステップ 2 ノードのシャットダウンと電源切断 （25 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用してノードをシャッ
トダウンします。

電源ボタンを使用したシャットダウン

この方法は HyperFlex ノードには推奨されませんが、緊急のシャットダウンが必要になったと
きにそなえて、物理的な電源ボタンの操作について説明します。

（注）

ステップ 1 電源ステータス LED の色を確認します。

• 緑：ノードは主電源モードであり、安全に電源を切断するにはシャットダウンする必要があります。

• オレンジ：ノードはスタンバイ モードであり、安全に電源を切断することができます。

ステップ 2 次の手順でグレースフル シャットダウンまたはハード シャットダウンを実行します。

データの損失やオペレーティング システムへの損傷が発生しないようにするために、必ずオペ
レーティング システムのグレースフル シャットダウンを実行するようにしてください。

注意

• グレースフルシャットダウン：電源ボタンを押して放します。オペレーティングシステムでグレース
フル シャットダウンが実行され、ノードはスタンバイ モードに移行します。移行すると、電源ボタ
ン/LED がオレンジで示されます。

• 緊急時シャットダウン：4 秒間電源ボタンを押したままにして主電源モードを強制終了し、スタンバ
イ モードを開始します。

ステップ 3 サービス手順でノードの電源を完全に切断するよう指示されている場合は、ノードの電源装置からすべて
の電源コードを外します。
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メンテナンス後の手順
ここでは、メンテナンス手順の終了時に参照する手順を説明します。

Cisco UCS Manager を使用したノードの再稼働
ノードの内部コンポーネントを置き換えた後、ノードを再稼働（再コミッション）して元の
Cisco UCS 設定に追加する必要があります。

ステップ 1 [Navigation (ナビゲーション)] ペインで、[Equipment (機器)] をクリックします。

ステップ 2 [Equipment] > [Rack Mounts] を展開します。

ステップ 3 [Work] ペインで [Decommissioned] タブをクリックします。

ステップ 4 再稼動する各ノードの行で、次の手順を実行します。

a) [Recommission] カラムでチェックボックスをオンにします。
b) [Save Changes] をクリックします。

ステップ 5 確認ダイアログボックスが表示されたら、[Yes] をクリックします。

ステップ 6 （オプション）サーバの再稼動と検出の進行状況を、そのノードの [FSM] タブでモニタします。

HX ノードとサービス プロファイルの関連付け
再稼働後に HX ノードをサービス プロファイルに関連付けるには、次の手順を使用します。

ステップ 1 [Navigation] ペインで [Servers] をクリックします。

ステップ 2 [Servers] > [Service Profiles] を展開します。

ステップ 3 HX ノードに関連付けるサービス プロファイルが含まれる組織のノードを展開します。

ステップ 4 HX ノードに関連付けるサービス プロファイルを右クリックし、[Associate Service Profile] を選択します。

ステップ 5 [Associate Service Profile] ダイアログボックスで、[Server] オプションを選択します。

ステップ 6 ナビゲーション ツリーを移動して、サービス プロファイルを割り当てる HX ノードを選択します。

ステップ 7 [OK] をクリックします。

HX メンテナンス モードの終了
サービス手順を実行した後、HX メンテナンス モードを終了するには、次の手順を使用しま
す。

vSphere インターフェイスを使用して、ノードの Cisco HX メンテナンス モードを終了します。

• vSphere Web クライアントを使用する場合：
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1. vSphere Web クライアントにログインします。

2. [Home (ホーム)] > [Hosts and Clusters (ホストとクラスタ)] に移動します。

3. [HX Cluster] が含まれている [Datacenter] を展開します。

4. [HX Cluster] を展開し、ノードを選択します。

5. ノードを右クリックし、[Cisco HX Maintenance Mode (Cisco HX メンテナンス モード)] > [Exit HX
Maintenance Mode (HX メンテナンス モードの終了)] の順に選択します。

• コマンドライン インターフェイスの使用：

1. root 権限を持つユーザとして、ストレージ コントローラ クラスタのコマンド ラインにログインし
ます。

2. ノード ID と IP アドレスを次のように特定します。

# stcli node list --summary

3. ノードの HX メンテナンス モードを終了します。

# stcli node maintenanceMode (--id ID | --ip IP Address ) --mode exit

（stcli node maintenanceMode --help も参照してください）

4. ルート権限を持つユーザとして、このノードの ESXi コマンド ラインにログインします。

5. ノードの HX メンテナンス モードが終了したことを次のように確認します。

# esxcli system maintenanceMode get

ノード上部カバーの取り外し

ステップ 1 次のようにして、上部カバーを取り外します。

a) カバーのラッチがロックされている場合は、ドライバを使用して、ロックを反時計回りに 90 度回転さ
せて、ロックを解除します。

b) 緑のつまみがあるラッチの終端を持ち上げます。ラッチを持ち上げながら、カバーを開いた位置に押
し戻します。

c) 上部カバーをノードからまっすぐ持ち上げ、横に置きます。

ステップ 2 次のようにして、上部カバーを取り付けます。

a) ラッチが完全に開いた位置にある状態で、カバーを、前面カバー パネルのへりから約 2 分の 1 インチ
（1.27 cm）後方のノード上部に置きます。ラッチの開口部をファン トレイから上に突き出ているペグ
に合わせます。

b) 閉じた位置までカバー ラッチを押し下げます。ラッチを押し下げながら、カバーを閉じた位置まで前
方に押します。
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c) 必要に応じて、ドライバを使用しロックを時計回りに 90 度回転させて、ラッチをロックします。

図 12 : 上部カバーの取り外し

ロッキング カバー ラッチ2上部カバー1

シリアル番号ラベルの場所3
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コンポーネントの取り外しおよび取り付け

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への電磁干渉（EMI）の影響を防ぐ
こと、およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべて
のカード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用して
ください。

ステートメント 1029

警告

損傷を防ぐため、ノード コンポーネントを取り扱う際には、必ずキャリア エッジを持ち、静
電気防止用（ESD）リスト ストラップやその他の接地装置を使用してください。

注意

前面パネルまたは背面パネルにあるユニット識別ボタンを押すと、ノードの前面パネルと背面
パネル上の青いユニット識別 LED が点滅します。このボタンの確認によって、ラックの反対
側に移動しても対象のノードを特定できます。これらの LED をリモート操作でアクティブに
することもできます。

ヒント

ここでは、ノード コンポーネントの取り付けと交換の方法について説明します。

サービス可能なコンポーネントの場所
ここでは、フィールドで交換可能なコンポーネントとサービス関連の品目の場所を示します。
次の図に、上部カバーを外した状態のノードを示します。
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図 13 : サービス可能なコンポーネントの場所

電源ユニット（1 または 2 台、1+1 冗長の場合
にホットスワップ可能）

9ドライブ ベイ 3 ～ 10：

• HX220c Hybrid：永続データ HDD

• HX220c All-Flash：永続データ SSD

• HX220c All-NVMe: 永続データ NVMe SSD

1

PCIe ライザー 2/スロット 2（ハーフハイト、
x16 レーン）

フロントロード NVMe SSD（x8 レーン）用の
PCIe ケーブル コネクタが付属

10ドライブ ベイ 2：キャッシング SSD2

PCIe ライザー 1/スロット 1（フルハイト、x16
レーン）

microSD カード用のソケットが付属

11ドライブ ベイ 1: ログ用のシステム SSD3

シャーシ床面（x16 PCIeレーン）上のモジュラ
LOM（mLOM）カード ベイ（図示されず）

12冷却ファン モジュール（7 個、ホットスワッ
プ可能）

4

モジュラ RAID（mRAID）ライザー、HBA ス
トレージ コントローラをサポート

13マザーボード上の DIMM ソケット（CPU あ
たり12 個）

5

PCIe ライザー 2 のフロントロード NVMe SSD
用の PCIe ケーブル コネクタ

14CPU とヒートシンク6
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PCIe ライザー 1 の microSD カード ソケット15SATA M.2 SSD ブート ドライブ用のミニスト
レージ モジュール

7

-RTC バッテリ、垂直ソケット8

クラスタの複数のノードでハードウェアをアップグレードする際の考
慮事項

この章では、フィールド交換可能としてサポートされているコンポーネントの取り外しと交換
の手順について説明します。このトピックでは、既存のクラスタ内の複数のノードがコンポー
ネントの追加または交換によってアップグレードされる際の、追加の考慮事項について説明し
ます。

次の手順では、クラスタのノードでハードウェアをアップグレードするための一般的な手順と
考慮事項について説明します。

次の説明に従って、システムをシャットダウンせずに、ホットスワップ可能なコンポーネント
を交換または追加できます。これらには、特定のドライブ、内部ファンモジュール、電源が含
まれます。シャットダウン手順が必要かどうかを確認するには、この章のコンポーネントの手
順を確認します。

（注）

ステップ 1 既存のクラスタが正常であることを確認します。

ステップ 2 HX メンテナンス モードでの vSphere を使用したシャットダウン （27 ページ）の記述に従って、ノード
を Cisco HX メンテナンス モードにします。

ステップ 3 ノードのシャットダウンと電源切断 （25 ページ）の説明に従って、ノードをシャットダウンします。

ステップ 4 Cisco UCS Manager を使用したノードの停止 （25 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用してノー
ドをデコミッションします。

ノードがシャットダウンされてスタンバイ電源モードになった後も、電流は引き続きノード上
を流れ続けます。完全に電源を取り外すには、ノード内の電源装置からすべての電源コードを
取り外す必要があります。

注意

ステップ 5 すべての電源装置からすべての電源ケーブルを外します。

ステップ 6 既存のコンポーネントを取り外して交換するか、またはサポートされている装着ルールに従って新しい
コンポーネントを追加します。コンポーネントについては、この章の特定の手順を使用してください。

ステップ 7 Cisco UCS Manager を使用したノードの再稼働 （29 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用してノー
ドを再稼働します。

ESXi が起動していることを確認します。ノードは Cisco UCS Manager によって自動検出され、ESXi オペ
レーティング システムは新しいコンポーネントを認識します。
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ステップ 8 HX ノードとサービス プロファイルの関連付け （29 ページ）の説明に従って、ノードを UCS Manager
サービス プロファイルに関連付けます。

ステップ 9 ESXi が vCenter に再接続されていることを確認します。

ステップ 10 ESXi の再起動後、HX メンテナンス モードの終了 （29 ページ）の説明に従って HX メンテナンス モー
ドを終了します。

ステップ 11 HX クラスタが再び正常な状態であることを 30 分以内に確認します。

ステップ 12 テスト VM をホストに移動します。テストを実行して、動作していることを確認します。

前のノードをアップグレードし、クラスタが正常であることを確認した後、クラスタの次の
HyperFlex ノードでハードウェア アップグレードを 2 時間以内に実行する必要があります。
HyperFlex Data Platform (HXDP) は、2 時間ごとにデータ再調整操作を実行します。このタイマー
は、クラスタが再び正常な状態になった後に開始します。コンピューティング専用ノードは、
データ再調整手順の一部ではなく、2 時間の時間帯の外にある可能性があります。

（注）

ステップ 13 すべてのノード ハードウェアが更新されるまで、各ノードのハードウェア コンポーネントをアップグ
レードするには、上記の手順を繰り返します。

ハード ドライブまたはソリッド ステート ドライブの交換
ここでは、フロントロード ドライブの交換に関する情報を提供します。

ドライブ装着ルール
次の図に、ドライブ スロットの番号付けを示します。

図 14 : ドライブ スロットの番号付け

次のドライブの装着に関するルールを確認します。

• スロット 1: SDS ログ用のシステム SSD のみ

• スロット 2：キャッシング SSD 専用

• スロット 3 ～ 10：

• HX220c Hybrid：永続データ HDD

• HX220c All-Flash：永続データ SSD

• HX220c All-NVMe: 永続データ NVMe SSD

• 永続データ ドライブを装着する場合は、最も番号の小さいベイから先に追加します。
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• 未使用のベイには空のドライブ ブランキング トレイを付けたままにし、最適なエアー フ
ローを確保します。

• サポートされるドライブ設定については、HX220c M5 ドライブ構成の比較 （36 ページ）
を参照してください。

ドライブ ラベルに記載されているドライブ容量とソフトウェアで報告される容量について:

ドライブの物理ラベルに記載されている容量と HyperFlex ソフトウェアによって報告された容
量は、次の理由によって異なります。

1. ドライブ ラベルの容量は 10 進法 (基本 10) 表記で示されていますが、ソフトウェアによっ
て報告された容量は 2 進法バイナリ (基本 2) 表記で記述されています。たとえば、10 進数
表記の 1 TB はバイナリ表記で 909 GB として報告されます。これらは実際には同じ容量で
す。これは、マイルで報告される距離と km の距離が同じであるにも関わらず、異なる単
位であるのと同じです。次の例は、10 進表記と 2 進法表記で表される容量を示していま
す。

• 500 GB (10 進数) = 465.5 GB (2 進法)

• 1 TB (10 進数) = 909 GB (2 進法)

• 2 TB (10 進数) = 1.82 TB (2 進法)

• 3 TB (10 進数) = 2.72 TB (2 進法)

2. 事前にインストールされたソフトウェアとパーティションによって、ストレージ容量も削
減されます。

（注）

HX220c M5 ドライブ構成の比較
次の表に、ノード内の機能ごとにサポートされるドライブの比較を示します。また、表の下に
記載された考慮事項に注意してください。

HX220c M5
All-NVMe

HX220c M5 SED
All-Flash

HX220c M5 SED
Hybrid

HX220c M5
All-Flash

HX220c M5
Hybrid

コンポーネン
ト

NVMe SSD:

• HX-NVMELW-I500

SSD：

• HX-EV
SD240G61X

SSD：

• HX-EV
SD240G61X

SSD：

• HX-EV
SD240G61X

SSD：

• HX-EV
SD240G61X

システム SSD

スロット 1

NVMe SSD:

• HX-NVMEXP-I375

• HX-NVMEXP-I750

SED SSD：

• HX-SD800GBENK9

SED SSD：

• HX-SD800GBENK9

SSD：

• HX-NVMEHW-H1600

• HX-SD400G12TX-EP

• HX-NVMEXP-I375

SSD：

• HX-SD480G63X-EP

• HX-SD800G123X-EP

キャッシング
SSD

スロット 2
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HX220c M5
All-NVMe

HX220c M5 SED
All-Flash

HX220c M5 SED
Hybrid

HX220c M5
All-Flash

HX220c M5
Hybrid

コンポーネン
ト

NVMe SSD:

• HX-NVMELW-I1000

• HX-NVMEHW-I4000

SED SSD：

• HX-SD800GBENK9

• HX-SD960GBE1NK9

• HX-SD38TBE1NK9

SED HDD：

• HX-HD12T10NK9

SSD：

• HX-SD960G61X-EV

• HX-SD38T61X-EV

HDD：

• HX-HD12TB10K12N

永続データ ド
ライブ

スロット 3 ～
10

オール フラッシュ HyperFlex ノードに関する次の考慮事項と制約事項に留意してください。

• Intel Optane NVMe SSD HX を使用するために必要な最小の Cisco HyperFlex ソフトウェア
は、リリース 3.0 (1a) 以上です。HX220c All-Flash ノードのキャッシング ドライブとして
HX-NVMEXP-I375 を使用する場合は、クラスタ内のすべてのノードがキャッシング ドラ
イブと同じドライブを使用する必要があります。

• HX220c All-Flash HyperFlex ノードは、特定の All-Flash PID として発注されます。All-Flash
構成は、これらの PID でのみサポートされています。

• Hybrid HX220c 構成から HX220c All-Flash 構成への変換はサポートされていません。

• 同じ HyperFlex クラスタ内に Hybrid ノードと All-Flash ノードを混在させることはできま
せん。

• NVMe SSD を使用する場合は、ドライブ バックプレーンから PCIe ライザー 2 に PCIe 信
号を伝送するために PCIe ケーブル CBL-NVME-C220FF が必要です。

SED HyperFlex ノードについては、次の考慮事項および制限事項に留意してください。

• SED の設定に最低限必要な Cisco HyperFlex ソフトウェアは、リリース 3.5(1a) 以降です。

• HX220c ハイブリッド SED HyperFlex ノードと HX220c All-Flash SED HyperFlex ノードを、
同じ HyperFlex クラスタ内で混在させることは、サポートされていません。

ドライブ交換の概要
ノード内の 3 つのタイプのドライブには異なる交換手順が必要です。

システムSSDを交換する前に、ノードをCisco
HX メンテナンス モードにしておく必要があ
ります。システム SSD の交換（スロット 1）
（38 ページ）を参照してください。

交換には、その他のテクニカル サ
ポートが必要なため、お客様が完結
することはできません。

（注）

システム SSD

スロット 1
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ホットスワップ交換は SAS/SATA ドライブで
サポートされています。キャッシング SSD の
交換（スロット 2） （41 ページ）を参照して
ください。

SAS/SATA ドライブのホットスワッ
プ交換にはホットリムーブが含まれ
ているので、動作中のドライブを削
除できます。

（注）

NVMe SSD をキャッシング SSD とし
て使用している場合は、この手順で
説明する追加ステップが必要です。

（注）

キャッシング SSD

スロット 2

ホットスワップ交換は SAS/SATA ドライブで
サポートされています。永続データ ドライブ
の交換（スロット 3 ～ 10） （43 ページ）を
参照してください。

ホットスワップ交換にはホットリ
ムーブが含まれているので、動作中
のドライブを削除できます。

（注）

NVMeSSDをデータドライブとして
使用している場合は、この手順で説
明する追加ステップが必要です。

（注）

永続データ ドライブ

スロット 3 ～ 10

システム SSD の交換（スロット 1）
ハウスキーピング SSD は、スロット 1 に取り付ける必要があります。

この手順では、ハードウェアの交換後の追加のソフトウェアアップデートの手順でテクニカル
サポートによるサポートが必要になります。これは、テクニカルサポートのサポートなしでは
完了できません。

（注）

ドライブを交換するときは常に、元のドライブと同じタイプとサイズのドライブに交換してく
ださい。

（注）
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手順に従って、ハウスキーピング SSD を交換する前に、ノードを Cisco HX メンテナンス モー
ドにします。ノードの動作中にハウスキーピング SSD のホット スワップを行うと、ノードが
機能しなくなります。

注意

ステップ 1 HX メンテナンス モードでの vSphere を使用したシャットダウン （27 ページ）の記述に従って、ノード
を Cisco HX メンテナンス モードにします。

ステップ 2 ノードのシャットダウンと電源切断 （25 ページ）の説明に従って、ノードをシャットダウンします。

ステップ 3 Cisco UCS Manager を使用したノードの停止 （25 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用してノー
ドをデコミッションします。

ノードがシャットダウンされてスタンバイ電源モードになった後も、電流は引き続きノード上
を流れ続けます。完全に電源を取り外すには、ノード内の電源装置からすべての電源コードを
取り外す必要があります。

注意

ステップ 4 すべての電源装置からすべての電源ケーブルを外します。

ステップ 5 ハウスキーピング SSD を取り外します。

a) ドライブ トレイの表面にある解除ボタンを押します。
b) イジェクト レバーをつかんで開き、ドライブ トレイをスロットから引き出します。
c) ドライブをトレイに固定している 4 本のドライブ トレイ ネジを外してから、ドライブをトレイから

持ち上げます。

ステップ 6 次のようにして、新しいドライブを取り付けます。

a) 空のドライブ トレイに新しいドライブを置き、4 本のドライブ トレイ ネジを取り付けます。
b) ドライブ トレイのイジェクト レバーを開いた状態で、ドライブ トレイを空のドライブ ベイに差し

込みます。
c) バックプレーンに触れるまでトレイをスロット内に押し込み、イジェクト レバーを閉じてドライブ

を所定の位置に固定します。

Cisco HX220c M5 HyperFlex ノード インストール ガイド (ハイブリッド、オールフラッシュ、& All-NVMe モデル)
39

サーバの保守
システム SSD の交換（スロット 1）



図 15 : ドライブ トレイ内のドライブの交換

ドライブ トレイ ネジ（各側面に 2 個ず
つ）

3イジェクト レバー1

ドライブトレイから取り外したドライブ4解除ボタン2

ステップ 7 電源ケーブルを交換し、ノードの電源ボタンを押して電源を入れます。

ステップ 8 Cisco UCS Manager を使用したノードの再稼働 （29 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用してノー
ドを再稼働します。

ステップ 9 HX ノードとサービス プロファイルの関連付け （29 ページ）の説明に従って、ノードを UCS Manager
サービス プロファイルに関連付けます。

ステップ 10 ESXi リブート後に、HX メンテナンス モードの終了 （29 ページ）の説明に従って HX メンテナンス モー
ドを終了します。
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ハウスキーピング SSD を交換した後、追加のソフトウェア アップデートの手順を行うために、
テクニカル サポートに問い合わせてください。

（注）

キャッシング SSD の交換（スロット 2）
キャッシング SSD は、スロット 2 に取り付ける必要があります。

キャッシング SSD として使用する場合は、NVMe SSD に関する以下の考慮事項に注意してく
ださい。

• NVMe SSD は、All-Flash および All-NVMe ノードでのみサポートされます。NVMe SSD
は、Hybrid ノードではサポートされません。

• ハイブリッドおよび All-Flash ノードでは、NVMe SSD は、ドライブ ベイ 2 のキャッシン
グ SSD の位置でのみサポートされます。NVMe SSD は、All-NVMe ノードでのみ永続スト
レージまたはハウスキーピング ドライブとしてサポートされません。

• ロケータ（ビーコン）LEDは、NVMe SSD 上でオンまたはオフにすることができません。

必ず、元のドライブとタイプとサイズが同じドライブを交換してください。（注）

既存の HyperFlex クラスタでは、キャッシング ドライブのアップグレードまたはダウングレー
ドはサポートされていません。キャッシングドライブをアップグレードまたはダウングレード
する必要がある場合、HyperFlex クラスタを完全に再展開する必要があります。

（注）

SAS/SATA ドライブを使用する場合、ホットスワップ交換にはホットリムーブが含まれている
ので、動作中のドライブを削除できます。NVMe ドライブはホットスワップできません。

（注）

ステップ 1 キャッシング ドライブが NVMe SSD の場合にのみ、ESXI ホストを HX メンテナンス モードにしてくださ
い（HX メンテナンス モードでの vSphere を使用したシャットダウン （27 ページ）を参照 )。それ以外の
場合は、ステップ 2 に進みます。

ステップ 2 キャッシング SSD を取り外します。

a) ドライブ トレイの表面にある解除ボタンを押します。
b) イジェクト レバーをつかんで開き、ドライブ トレイをスロットから引き出します。
c) ドライブをトレイに固定している 4 本のドライブ トレイ ネジを外してから、ドライブをトレイから持

ち上げます。

ステップ 3 次のようにして、新しいドライブを取り付けます。
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a) 空のドライブ トレイに新しいドライブを置き、4 本のドライブ トレイ ネジを取り付けます。
b) ドライブ トレイのイジェクト レバーを開いた状態で、ドライブ トレイを空のドライブ ベイに差し込

みます。
c) バックプレーンに触れるまでトレイをスロット内に押し込み、イジェクト レバーを閉じてドライブを

所定の位置に固定します。

ステップ 4 キャッシング SSD が NVMe SSD の場合のみ：

a) ESXi ホストをリブートします。これにより、ESXi で NVMe SSD が検出できるようになります。
b) ESXi ホストの HX メンテナンス モードを終了します（HX メンテナンス モードの終了 （29 ページ）

を参照）。

図 16 : ドライブ トレイ内のドライブの交換

ドライブ トレイ ネジ（各側面に 2 個ず
つ）

3イジェクト レバー1

ドライブ トレイから取り外したドライブ4解除ボタン2
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永続データ ドライブの交換（スロット 3 ～ 10）

ホットスワップ交換にはホットリムーブが含まれているので、動作中のドライブを削除できま
す。

（注）

ドライブを交換するときは常に、元のドライブと同じタイプとサイズのドライブに交換してく
ださい。

（注）

データ SSD として使用する場合は、NVMe SSD に関する以下の考慮事項に注意してください。

• NVMe SSD は、All-NVMe ノードでのみ永続データとしてサポートされます。

• ロケータ（ビーコン）LEDは、NVMe SSD 上でオンまたはオフにすることができません。

ステップ 1 永続データ ドライブが NVMe SSD の場合にのみ、ESXI ホストを HX メンテナンス モードにしてください
（HX メンテナンス モードでの vSphere を使用したシャットダウン （27 ページ）を参照 )。それ以外の場
合は、ステップ 2 に進みます。

ステップ 2 次のようにして、交換するドライブを取り外すか、ベイからブランク ドライブ トレイを取り外します。

a) ドライブ トレイの表面にある解除ボタンを押します。
b) イジェクト レバーをつかんで開き、ドライブ トレイをスロットから引き出します。
c) 既存のドライブを交換する場合は、ドライブをトレイに固定している 4 本のドライブ トレイ ネジを外

し、トレイからドライブを取り外します。

ステップ 3 次のようにして、新しいドライブを取り付けます。

a) 空のドライブ トレイに新しいドライブを置き、4 本のドライブ トレイ ネジを取り付けます。
b) ドライブ トレイのイジェクト レバーを開いた状態で、ドライブ トレイを空のドライブ ベイに差し込

みます。
c) バックプレーンに触れるまでトレイをスロット内に押し込み、イジェクト レバーを閉じてドライブを

所定の位置に固定します。

ステップ 4 キャッシング SSD が NVMe SSD の場合のみ：

a) ESXi ホストをリブートします。これにより、ESXi で NVMe SSD が検出できるようになります。
b) ESXi ホストの HX メンテナンス モードを終了します（HX メンテナンス モードの終了 （29 ページ）

を参照）。
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図 17 : ドライブ トレイ内のドライブの交換

ドライブ トレイ ネジ（各側面に 2 個ず
つ）

3イジェクト レバー1

ドライブ トレイから取り外したドライ
ブ

4解除ボタン2

ファン モジュールの交換

各ファン モジュールには、マザーボード上のファン コネクタの隣に 1 個の障害 LED がありま
す。この LED が緑色に点灯している場合は、ファンが正しく設置されており、動作が良好で
す。ファンに障害が発生している場合、またはファンが正しく装着されていない場合、LEDは
オレンジ色に点灯します。

ヒント
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ファンモジュールはホットスワップ可能なため、ファンモジュールの交換時にノードのシャッ
トダウンまたは電源の切断を行う必要はありません。ただし、適切な冷却を保てるよう、ファ
ン モジュールを取り外した状態でのノードの稼働は、1 分以内にしてください。

注意

ステップ 1 既存のファン モジュールを取り外します。

a) 上部カバーを取り外せるように、ノードをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからノードを取り出し
てください。

注意

b) ノード上部カバーの取り外し （30 ページ）の説明に従ってノードから上部カバーを取り外します。
c) ファン モジュールの前面および背面のつまみをつかみます。まっすぐ持ち上げ、マザーボードからコ

ネクタを外します。

ステップ 2 次のようにして、新しいファン モジュールを取り付けます。

a) 新しいファン モジュールを所定の位置に置きます。ファン モジュール上部に印字されている矢印が
ノード後部に向いている必要があります。

b) ファン モジュールをゆっくりと押し下げて、マザーボード上のコネクタにしっかりと差し込みます。
c) ノードに上部カバーを戻します。
d) ノードをラックに再度取り付けます。

メモリ（DIMM）の交換

DIMMとそのソケットは壊れやすいので、取り付け中に損傷しないように、注意して扱う必要
があります。

注意

シスコではサードパーティの DIMM はサポートしていません。シスコ以外の DIMM をサーバ
で使用すると、システムに問題が生じたり、マザーボードが損傷したりすることがあります。

注意

ノード パフォーマンスを最大限に引き出すには、DIMM の取り付けまたは交換を行う前に、
メモリ パフォーマンスに関するガイドラインと装着規則を熟知している必要があります。

（注）
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DIMM の装着規則とメモリ パフォーマンスに関するガイドライン
ここでは、最大のメモリパフォーマンスを得るためのルールおよびガイドラインについて説明
します。

DIMM スロットの番号付け

次の図に、マザーボード上の DIMM スロットの番号付けを示します。

図 18 : DIMM スロットの番号付け

DIMM 装着ルール

最大のパフォーマンスを得るために、DIMMの取り付けまたは交換を行うときは、次のガイド
ラインに従ってください。

• 各 CPU では 6 つのメモリ チャネルがサポートされます。

• CPU 1 はチャネル A、B、C、D、E、F をサポートします。

• CPU 2 はチャネル G、H、J、K、L、M をサポートします。

• 各チャネルには DIMM スロットが 2 つあります（たとえば、チャネル A = スロット A1 と
A2）。

• シングル CPU 構成の場合、CPU1 のチャネルのみに装着します（A、B、C、D、E、F）。

• 最適なパフォーマンスを得るには、CPU の数および CPU あたりの DIMM の数に応じて、
次の表に示す順序で DIMM を装着します。サーバに CPU が 2 つ搭載されている場合は、
次の表に示すように、2 つの CPU 間で DIMM が均等になるように調整します。

次の表に、推奨構成を示します。CPU あたり 5、7、9、10、また
は 11 個の DIMM を使用することはお勧めしません。

（注）

表 4 : DIMM 装着順序

CPU 2 スロットへの装着CPU 1 スロットへの装着CPU あたりの
DIMM の数（推

奨構成） 黒の #2 スロット青の #1 スロット黒の #2 スロット青の #1 スロット
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-（G1）-（A1）1

-（G1、H1）-（A1、B1）2

-（G1、H1、J1）-（A1、B1、C1）3

-（G1、H1）、
（K1、L1）

-（A1、B1）、
（D1、E1）

4

-（G1、H1）、
（J1、K1）、
（L1、M1）

-（A1、B1）、
（C1、D1）、
（E1、F1）

6

（G2、H2）、
（K2、L2）

（G1、H1）、
（K1、L1）

（A2、B2）、
（D2、E2）

（A1、B1）、
（D1、E1）

8

（G2、H2）、
（J2、K2）、
（L2、M2）

（G1、H1）、
（J1、K1）、
（L1、M1）

（A2、B2）、
（C2、D2）、
（E2、F2）

（A1、B1）、
（C1、D1）、
（E1、F1）

12

• 1 つの CPU によって制御される 12 個の DIMM スロットで使用できる最大合計メモリ容量
は 768 GB です。12 個の DIMM スロットに合計 768 GB を超える容量のメモリを装着する
には、「M」で終わる PID を持つ大容量メモリ CPU（たとえば、UCS-CPU-6134 M）を使
用する必要があります。

• 次の表に示す DIMM の混在規則に従ってください。

表 5 : DIMM の混在使用の規則

同一バンク内の DIMM同一チャネル内の DIMMDIMM パラメータ

バンク内で DIMM 容量を混在させ
ることはできません（たとえば、
A1、B1）。DIMM のペアは同じで
ある必要があります（同じ PID お
よびリビジョン）。

同一チャネル内に異なる容量
の DIMM を混在させることが
できます（たとえば、A1、A2
など）。

DIMM 容量

RDIMM = 16GB また
は 32GB

LRDIMM = 64GB

TSV-RDIMM = 128GB

バンク内で DIMM 速度を混在させ
ることはできません（たとえば、
A1、B1）。DIMM のペアは同じで
ある必要があります（同じ PID お
よびリビジョン）。

速度を混在できますが、
DIMM はチャネルにインス
トールされた最も遅い
DIMM/CPU の速度で動作しま
す。

DIMM 速度

例：2666 GHz

バンク内で DIMM タイプを混在さ
せることはできません。

チャネル内で DIMM タイプを
混在させることはできませ
ん。

DIMM タイプ

RDIMM または
LRDIMM
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DIMM の交換
障害のある DIMM の識別

各 DIMM ソケットには、対応する DIMM 障害 LED が DIMM ソケットの正面にあります。ノー
ドがスタンバイ電源モードの場合、これらの LED はオレンジ色に点灯し、障害のある DIMM
であることを示します。

ステップ 1 HX メンテナンス モードでの vSphere を使用したシャットダウン （27 ページ）の記述に従って、ノードを
Cisco HX メンテナンス モードにします。

ステップ 2 ノードのシャットダウンと電源切断 （25 ページ）の説明に従って、ノードをシャットダウンします。

ステップ 3 Cisco UCS Manager を使用したノードの停止 （25 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用してノード
をデコミッションします。

ノードがシャットダウンされてスタンバイ電源モードになった後も、電流は引き続きノード上を
流れ続けます。完全に電源を取り外すには、ノード内の電源装置からすべての電源コードを取り
外す必要があります。

注意

ステップ 4 すべての電源装置からすべての電源ケーブルを外します。

ステップ 5 次のようにして、既存の DIMM を取り外します。

a) 上部カバーを取り外せるように、ノードをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからノードを取り出し
てください。

注意

b) ノード上部カバーの取り外し （30 ページ）の説明に従ってノードから上部カバーを取り外します。
c) DIMM スロットの前端を覆うエアー バッフルを取り外してスペースを空けます。
d) 取り外す DIMM の場所を確認して、その DIMM スロットの両端のイジェクト レバーを開きます。

ステップ 6 次のようにして、新しい DIMM を取り付けます。

DIMM を装着する前に、このノードのメモリ装着規則（DIMM の装着規則とメモリ パフォーマン
スに関するガイドライン （46 ページ））を参照してください。

（注）

a) 新しい DIMM をマザーボード上の空のスロットの位置に合わせます。DIMM スロット内の位置合わせ
機能を使用して、DIMM を正しい向きに配置します。

b) DIMM がしっかりと装着され、両端のイジェクト レバーが所定の位置にロックされるまで、DIMM の
上部の角を均等に押し下げます。

c) ノードに上部カバーを戻します。
d) ノードをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してノードの電源を

オンにします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager を使用したノードの再稼働 （29 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用してノー
ドを再稼働します。

ステップ 8 HX ノードとサービス プロファイルの関連付け （29 ページ）の説明に従って、ノードを UCS Manager サー
ビス プロファイルに関連付けます。
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ステップ 9 ESXi リブート後に、HX メンテナンス モードの終了 （29 ページ）の説明に従って HX メンテナンス モー
ドを終了します。

CPU およびヒートシンクの交換
ここでは、CPU 構成ルール、および CPU とヒートシンクの交換手順について説明します。

第二世代 Intel Xeon Scalable Processors へのアップグレードのための特別情報

このノードでサポートされている第二世代の Intel Xeon Scalable Processors にアップグレードす
る前に、ノードのファームウェアとソフトウェアを必要な最小レベルにアップグレードする必
要があります。古いバージョンのファームウェアは新しい CPU を認識できないため、ノード
がブート不可能になります。

注意

同じクラスタの第一世代および第二世代 Intel Xeon Scalable プロセッサを使用できます。第一
世代および第二世代プロセッサを同じノードで混合しないでください。

（注）

第二世代 Intel Xeon Scalable Processors をサポートするこのノードで、必要な最小のソフトウェ
アおよびファームウェア バージョンは、次のとおりです。

表 6 : 第二世代 Intel Xeon Scalable Processors の最小要件

最小バージョンソフトウェアまたはファームウェア

4.0 (4d)ノード Cisco IMC/BIOS

4.0 (4d)Cisco UCS Manager

4.0(1b)Cisco HyperFlex データ プラットフォーム

次のいずれか 1 つの処理を実行します。

• サーバのファームウェアや Cisco UCS Manager ソフトウェアが上（または後で）に示され
ている最小の必要レベルである場合は、このセクションの手順を使用してCPUハードウェ
アを交換できます。

• サーバのファームウェアおよびCisco UCS Managerソフトウェアが必要なレベル以前のバー
ジョンの場合、ソフトウェアをアップグレードします。ソフトウェアをアップグレードし
た後、指示通りにこのセクションに戻り、CPU ハードウェアを交換します。
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CPU 構成ルール
このノードのマザーボードには 2 個の CPU ソケットがあります。各 CPU は、6 つの DIMM
チャネル（12 の DIMM スロット）をサポートします。

• ノードは、1 つの CPU または 2 つの同型 CPU が取り付けられた状態で動作できます。

シングル CPU 構成は、CPU SKU HX-CPU-4114 以降の HX Edge 構
成でのみサポートされます。シングル CPU 構成は、
HX-CPU-3106、HX-CPU-4108、または HX-CPU-4110 ではサポー
トされません。

（注）

• 最小構成では、サーバに最低でも CPU 1 が取り付けられている必要があります。最初に
CPU 1、次に CPU 2 を取り付けます。

• 次の制約事項は、シングル CPU 構成を使用する場合に適用されます。

• DIMM の最大数は 12 です（CPU 1 チャネル A、B、C、D、E、F のみ）。

• PCIe ライザー 2（スロット 2）は使用できません。

• NVME ドライブは使用できません（PCIe ライザー 2 が必要です）。

• 1 つの CPU によって制御される 12 個の DIMM スロットで使用できる最大合計メモリ容量
は 768 GB です。12 個の DIMM スロットに合計 768 GB を超える容量のメモリを装着する
には、「M」で終わる PID を持つ大容量メモリ CPU（たとえば、UCS-CPU-6134 M）を使
用する必要があります。

CPU の交換に必要な工具
この手順に必要な工具および器具は、次のとおりです。

• T-30 トルクス ドライバ：交換用 CPU に付属。

• No. 1 マイナス ドライバ：交換用 CPU に付属。

• CPU アセンブリ ツール：交換用 CPU に付属。Cisco PID UCS-CPUAT= として個別に注文
可能。

• ヒートシンク クリーニング キット：交換 CPU に付属。Cisco PID UCSX-HSCK= として個
別に注文可能。

1 つのクリーニング キットで最大 4 つの CPU をクリーンアップできます。

• サーマル インターフェイス マテリアル（TIM）：交換用 CPU に付属しているシリンジ。
既存のヒートシンクを再利用する場合にのみ使用（新しいヒートシンクには、TIMのパッ
ドがあらかじめ貼り付けられています）。Cisco PID UCS-CPU-TIM= として個別に注文可
能。

1 つの TIM キットが 1 つの CPU をカバーします。
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CPU およびヒートシンクの交換

CPUとそのソケットは壊れやすいので、ピンを損傷しないように十分に注意して扱う必要があ
ります。CPU はヒートシンクとサーマル インターフェイス マテリアルとともに取り付け、適
切に冷却されるようにする必要があります。CPUを正しく取り付けないと、サーバが損傷する
ことがあります。

注意

ステップ 1 HX メンテナンス モードでの vSphere を使用したシャットダウン （27 ページ）の記述に従って、ノード
を Cisco HX メンテナンス モードにします。

ステップ 2 ノードのシャットダウンと電源切断 （25 ページ）の説明に従って、ノードをシャットダウンします。

ステップ 3 Cisco UCS Manager を使用したノードの停止 （25 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用してノー
ドをデコミッションします。

ノードがシャットダウンされてスタンバイ電源モードになった後も、電流は引き続きノード上
を流れ続けます。完全に電源を取り外すには、ノード内の電源装置からすべての電源コードを
取り外す必要があります。

注意

ステップ 4 すべての電源装置からすべての電源ケーブルを外します。

ステップ 5 既存の CPU/ヒートシンク アセンブリをノードから取り外します。

a) 上部カバーを取り外せるように、ノードをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パ
ネルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからノードを取り出
してください。

注意

b) ノード上部カバーの取り外し （30 ページ）の説明に従ってノードから上部カバーを取り外します。
c) 交換用 CPU に付属している T-30 トルク ドライバを使用して、アセンブリをマザーボードのスタン

ドオフに固定している 4 つの非脱落型ナットを緩めます。

ヒートシンクを水平に持ち上げるため、ヒートシンクナットを交互に均等に緩めます。ヒー
トシンク ナットを、ヒートシンク ラベルに示されている順序（4、3、2、1）で緩めます。

（注）

d) CPU/ヒートシンク アセンブリをまっすぐ持ち上げ、ヒートシンクを下にして静電気防止用シートに
置きます。
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図 19 : CPU/ヒートシンク アセンブリの取り外し

マザーボード上の CPU ソケット4ヒートシンク1

T-30 トルク ドライバ5ヒートシンクの非脱落型ナット（各側
に 2 個）

2

-CPU キャリア（この図ではヒートシ
ンクの下）

3

ステップ 6 ヒートシンクを CPU アセンブリから分離します（CPU アセンブリには CPU と CPU キャリアが含まれて
います）。

a) ヒートシンクが取り付けられている状態で、CPU アセンブリを上下逆にして置きます（下の図を参
照）。

サーマル インターフェイス マテリアル（TIM）ブレーカーの位置に注意してください。CPU キャリ
ア上の小さなスロットの横に、TIM BREAKER と印字されています。

Cisco HX220c M5 HyperFlex ノード インストール ガイド (ハイブリッド、オールフラッシュ、& All-NVMe モデル)
52

サーバの保守
CPU およびヒートシンクの交換



図 20 : ヒートシンクと CPU アセンブリの切り離し

TIM ブレーカー スロットに最も近い位
置にある CPU キャリアの内側ラッチ

4CPU キャリア1

TIM ブレーカー スロットに差し込まれ
ている No.1 マイナス ドライバ

5CPU2

-CPUキャリアのTIM BREAKERスロッ
ト

3

b) TIM ブレーカー スロットに最も近い CPU キャリア内部ラッチを内側につまみ、押し上げてヒートシ
ンクの角のスロットからクリップを外します。

c) TIM BREAKER と印字されているスロットに、#1 マイナス ドライバの先端を差し込みます。

次のステップでは、CPU の表面を押し開けないでください。ゆっくりと回転させ、TIM ブ
レーカー スロットの位置で CPU キャリアのプラスチック面を持ち上げます。ヒートシンク
表面の損傷を防ぐため、十分注意してください。

注意

d) ドライバをゆっくりと回転させ、ヒートシンクの TIM が CPU から離れるまで、CPU を持ち上げま
す。

ドライバの先端で緑色の CPU 基盤に触ったり、損傷したりしないようにしてください。（注）

e) TIM ブレーカーの反対側の角で CPU キャリア内部ラッチをつまみ、押し上げてヒートシンクの角の
スロットからクリップを外します。
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f) CPUキャリアの残りの2つの隅で、外側ラッチをゆっくりと外側に押し開け、ヒートシンクからCPU
アセンブリを持ち上げます。

CPUアセンブリを取り扱うときには、プラスチック製のキャリアだけをつかんでください。
CPU の表面には触れないでください。CPU をキャリアから分離しないでください。

（注）

ステップ 7 新しい CPU アセンブリは、CPU アセンブリ ツールに入った状態で出荷されます。新しい CPU アセンブ
リと CPU アセンブリ ツールを箱から取り出します。

CPU アセンブリと CPU アセンブリ ツールが分離されている場合は、下の図に示す位置合わせ機能に注
意して正しい向きに取り付けます。CPU キャリアのピン 1 の三角形を、CPU アセンブリ ツールの斜めに
なった角に合わせる必要があります。

CPU とそのソケットは壊れやすいので、ピンを損傷しないように十分に注意して扱う必要があ
ります。

注意

図 21 : CPU アセンブリ ツール、CPU アセンブリ、ヒートシンク位置合わせ機構

ヒートシンクの斜めになった角（ピン 1
位置合わせ機構）

4CPU アセンブリ ツール1
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キャリアの三角形の切り込み（ピン 1 位
置合わせ機能）

5CPUアセンブリ（プラスチック製のキャ
リア内の CPU）

2

CPUアセンブリツールの斜めになった角
（ピン 1 位置合わせ機構）

6ヒートシンク3

ステップ 8 新しい TIM をヒートシンクに塗布します。

適切に冷却されてパフォーマンスが出るように、ヒートシンクの CPU 側の表面に新しい TIM
が必要です。

（注）

• 新しいヒートシンクを取り付ける場合は、新しいヒートシンクには TIM が塗布されたパットが付属
しています。ステップ 5 に進みます。

• ヒートシンクを再利用する場合は、ヒートシンクから古い TIM を除去してから、付属のシリンジか
ら新しい TIM を CPU 表面に塗布する必要があります。次のステップに進みます。

a) ヒートシンクの古い TIM に、ヒートシンク クリーニング キット（UCSX-HSCK=）付属の洗浄液を
塗布し、少なくとも 15 秒間吸収させます。

b) ヒートシンク クリーニング キット付属の柔らかい布を使って、古い CPU から TIM をすべてふき取
ります。ヒートシンク表面に傷を付けないように注意してください。

c) 新しい CPU（UCS-CPU-TIM=）に付属の TIM のシリンジを使用して、CPU の上部に 1.5 立法センチ
メートル (1.5ml) のサーマル インターフェイス マテリアルを貼り付けます。均一に塗布されるよう
に、次に示すパターンを使用してください。

図 22 : サーマル インターフェイス マテリアルの塗布パターン

適切に冷却を行うため、ご使用の CPU に対応した正しいヒートシンクだけを使用します。
ヒートシンクには、150 W 以下の標準性能 CPU 用の UCSC-HS-C220M5=、150 W を超える
高性能 CPU 用の UCSC-HS2-C220M5= の 2 種類があります。ヒートシンクのラベルに記載
されているワット数に注意してください。

注意

ステップ 9 CPU アセンブリ ツール上に CPU アセンブリを取り付けた状態で、ヒートシンクを CPU アセンブリ上に
置きます。ピン 1 位置合わせ機能に注意して正しい向きに取り付けます。CPU キャリアの隅のクリップ
がヒートシンクの隅にはまるときのカチッという音が聞こえるまで、ゆっくりと押し下げます。

次のステップでは、CPU コンタクトや CPU ソケット ピンに触れたり損傷したりすることがな
いように、十分注意してください。

注意
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ステップ 10 CPU/ヒートシンク アセンブリをサーバに取り付けます。

a) CPU アセンブリ ツールから、ヒートシンクと、ヒートシンクに取り付けられている CPU アセンブリ
を持ち上げます。

b) ヒートシンク付きの CPU をマザーボード上の CPU ソケットの位置に合わせます（下の図を参照）。

位置合わせ機構に注意してください。ヒートシンクのピン 1 の斜めになった角が、CPU ソケットの
ピン 1 の斜めになった角と合っている必要があります。CPU ソケットの支柱が、アセンブリのガイ
ド穴の位置に合っている必要があります。

図 23 : CPU ソケットへのヒートシンク/CPU アセンブリの取り付け

ヒートシンクの斜めになった角（ピン
1 位置合わせ機構）

4アセンブリのガイド穴（2 個）1

ソケットの斜めになった角（ピン 1 位
置合わせ機構）

5CPU ソケットの位置合わせ支柱（2
個）

2

-CPU ソケット リーフ スプリング3

c) CPU アセンブリとヒートシンクを CPU ソケットに配置します。
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d) 交換用 CPU に付属している T-30 トルク ドライバを使用して、ヒートシンクをマザーボードのスタ
ンドオフに固定する 4 つの非脱落型ナットを締めます。

ヒートシンクを水平に下ろすため、ヒートシンク ナットを交互に均等に締めます。ヒート
シンク ナットを、ヒートシンク ラベルに示されている順序（1、2、3、4）で締めます。
CPU ソケットのリーフ スプリングが平らになるように、非脱落型ナットを完全に締める必
要があります。

注意

e) ノードに上部カバーを戻します。
f) ノードをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してノードの電源

をオンにします。

ステップ 11 Cisco UCS Manager を使用したノードの再稼働 （29 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用してノー
ドを再稼働します。

ステップ 12 HX ノードとサービス プロファイルの関連付け （29 ページ）の説明に従って、ノードを UCS Manager
サービス プロファイルに関連付けます。

ステップ 13 ESXi リブート後に、HX メンテナンス モードの終了 （29 ページ）の説明に従って HX メンテナンス モー
ドを終了します。

RMA 交換 CPU の注文に追加する CPU 関連部品
CPU の返品許可（RMA）が Cisco UCS C シリーズ サーバで行われた場合は、追加部品が CPU
のスペアに含まれていないことがあります。TAC エンジニアが正常に交換を行うためには、
RMA に追加部品を追加する必要がある場合があります。

次の項目が CPU 交換シナリオに適用されます。システム シャーシを交換し、既存の CPU を新
しいシャーシに移動する場合は、CPU からヒートシンクを分離する必要はありません。RMA
交換システム シャーシの注文に追加する CPU 関連部品 （58 ページ）を参照してください。

（注）

• シナリオ 1：既存のヒートシンクを再利用しています。

• ヒートシンク クリーニング キット（UCSX-HSCK=）

1 つのクリーニング キットで最大 4 つの CPU をクリーンアップできます。

• M5 サーバ用サーマル インターフェイス マテリアル（TIM）キット（UCS CPUTIM
=）

1 つの TIM キットが 1 つの CPU をカバーします。

• シナリオ 2：既存のヒートシンクを交換しています。

Cisco HX220c M5 HyperFlex ノード インストール ガイド (ハイブリッド、オールフラッシュ、& All-NVMe モデル)
57

サーバの保守
RMA 交換 CPU の注文に追加する CPU 関連部品



適切に冷却を行うため、必ずCPUに合った正しいヒートシンクを
使用してください。ヒートシンクには、150 W 以下の CPU 用の
UCSC-HS-C220M5=、150 W を超える CPU 用の
UCSC-HS2-C220M5= の 2 種類があります。

注意

• ヒートシンク：150 W 以下の CPU 用の UCSC-HS-C220M5=、150 W を超える CPU 用
の UCSC-HS2-C220M5=

新しいヒートシンクには、TIM が事前に塗布されたパッドが付いています。

• ヒートシンク クリーニング キット（UCSX-HSCK=）

1 つのクリーニング キットで最大 4 つの CPU をクリーンアップできます。

• シナリオ 3：破損した CPU キャリア（CPU の周りのプラスチックのフレーム）がある

• CPU キャリア（UCS-M5-CPU-CAR=）

• #1 マイナス ドライバ（ヒートシンクからの CPU の分離に使用）

• ヒートシンク クリーニング キット（UCSX-HSCK=）

1 つのクリーニング キットで最大 4 つの CPU をクリーンアップできます。

• M5 サーバ用サーマル インターフェイス マテリアル（TIM）キット（UCS CPUTIM
=）

1 つの TIM キットが 1 つの CPU をカバーします。

CPU ヒートシンク クリーニング キットは最大 4 CPU およびヒート シンクのクリーニングに最
適です。クリーニング キットには、古い TIM の CPU およびヒートシンクのクリーニング用
と、ヒートシンクの表面調整用の 2 本のボトルの溶液が入っています。

新しいヒートシンクのスペアには、TIMのパッドが貼り付けられています。ヒートシンクを取
り付ける前に CPU の古い TIM を洗浄することが重要です。このため、新しいヒート シンクを
注文する場合でも、ヒート シンク クリーニング キットを注文する必要があります。

RMA 交換システム シャーシの注文に追加する CPU 関連部品
システム シャーシの返品許可（RMA）を Cisco UCS C シリーズ サーバで行った場合は、既存
の CPU を新しいシャーシに移動します。

前世代の CPU とは異なり、M5 サーバの CPU では CPU ヒートシンク アセンブリを移動する際
に CPU からヒートシンクを分離する必要がありません。したがって、ヒートシンク クリーニ
ング キットやサーマル インターフェイス マテリアルの品目を追加する必要はありません。

（注）
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• CPU またはヒートシンク アセンブリの移動に必要なツールは T-30 トルクス ドライバのみ
です。

M5 世代 CPU の移動
この手順に必要なツール：T-30 トルクス ドライバ

RMA により発送される交換用サーバでは、すべての CPU ソケットにダストカバーが装着され
ています。カバーは輸送中にソケットのピンを損傷から保護します。以下の手順で説明するよ
うに、返品するシステムにこれらのカバーを移動させる必要があります。

注意

ステップ 1 M5 CPU を新しいサーバに移動する場合、CPU からヒートシンクを分離する必要はありません。次の操作
を行ってください。

a) T-30 トルクス ドライバを使用して、ボードのスタンドオフにアセンブリを固定している 4 本のキャプ
ティブ ナットを緩めます。

ヒートシンクを水平に持ち上げるため、ヒートシンク ナットを交互に均等に緩めます。ヒー
トシンク ナットを、ヒートシンク ラベルに示されている順序（4、3、2、1）で緩めます。

（注）

b) CPU とヒートシンクのアセンブリをまっすぐに持ち上げて、ボードから取り外します。
c) ヒートシンクを外して CPU を静電気防止シートの上に置きます。
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図 24 : CPU/ヒートシンク アセンブリの取り外し

マザーボード上の CPU ソケット4ヒートシンク1

T-30 トルク ドライバ5ヒートシンクの非脱落型ナット（各側
に 2 個）

2

-CPUキャリア（この図ではヒートシン
クの下）

3

ステップ 2 新しいシステムから返品するシステムに CPU ソケット カバーを移動させます。

a) ソケット カバーを交換用システムから取り外します。「REMOVE」マークが付けられた 2 個のくぼみ
をつかみ、真っ直ぐに持ち上げます。

カバーの両端のくぼみをしっかりとつかんでください。CPU ソケットのピンに触れないでく
ださい。

（注）
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図 25 : CPU ソケット ダスト カバーの取り外し

-「REMOVE」マークが付けられたくぼ
み

1

b) ダスト カバーの文字が書かれた面を上にして、CPU ソケットの上に装着します。カバーの穴開き部分
がソケット プレート上のすべての位置合わせ支柱に合っていることを確認します。

次の手順で記述されている 2 ヵ所以外、カバー上のどこも押さないでください。他の場所を
押すとソケットのピンが損傷する危険性があります。

注意

c) 2 つのネジ式支柱の近くにある「INSTALL」の横の 2 つの丸いマークを押し下げます（次の図を参
照）。カチッという音が聞こえ、装着された感触がするまで押します。

輸送中にダスト カバーが緩まないようにするため、カチッという音と感触がするまで押す必
要があります。

（注）
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図 26 : CPU ソケット ダスト カバーの取り付け

-INSTALL の横にある 2 つの丸いマーク
を押します。

-

ステップ 3 新しいシステムに CPU を取り付けます。

a) 新しいボード上で、次に示すように、CPU ソケット上にアセンブリの位置を合わせます。

位置合わせ機構に注意してください。ヒートシンクのピン 1 の斜めになった角が、CPU ソケットのピ
ン 1 の斜めになった角と合っている必要があります。CPU ソケットの支柱が、アセンブリのガイド穴
の位置に合っている必要があります。
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図 27 : CPU ソケットへのヒートシンク/CPU アセンブリの取り付け

ヒートシンクの斜めになった角（ピン 1
位置合わせ機構）

4アセンブリのガイド穴（2 個）1

ソケットの斜めになった角（ピン1位置
合わせ機構）

5CPU ソケットの位置合わせ支柱（2
個）

2

-CPU ソケット リーフ スプリング3

b) 新しいボード上で、CPU とヒートシンクのアセンブリを CPU ソケットに配置します。
c) T-30 トルクス ドライバを使用して、ヒートシンクをボードのスタンドオフに固定する 4 本のキャプ

ティブ ナットを締め付けます。

ヒートシンクを水平に下ろすため、ヒートシンク ナットを交互に均等に締めます。ヒートシ
ンクナットを、ヒートシンクラベルに示されている順序（1、2、3、4）で締めます。CPU ソ
ケットのリーフ スプリングが平らになるように、非脱落型ナットを完全に締める必要があり
ます。

（注）
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ミニストレージ モジュールまたは M2 ブート ドライブの交換
ミニストレージモジュールをマザーボードのソケットに差し込むことにより、M.2 SSD 内部ス
トレージを追加します。このノードに内蔵されている SATA M.2 SDD は、ブート ドライブと
して使用できます。

ミニストレージ モジュール キャリアの交換
ここでは、ミニストレージ モジュール キャリアの取り外しと取り付けについて説明します。

ステップ 1 HX メンテナンス モードでの vSphere を使用したシャットダウン （27 ページ）の記述に従って、ノード
を Cisco HX メンテナンス モードにします。

ステップ 2 ノードのシャットダウンと電源切断 （25 ページ）の説明に従って、ノードをシャットダウンします。

ステップ 3 Cisco UCS Manager を使用したノードの停止 （25 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用してノー
ドをデコミッションします。

ノードがシャットダウンされてスタンバイ電源モードになった後も、電流は引き続きノード上
を流れ続けます。完全に電源を取り外すには、ノード内の電源装置からすべての電源コードを
取り外す必要があります。

注意

ステップ 4 すべての電源装置からすべての電源ケーブルを外します。

ステップ 5 上部カバーを取り外せるように、サーバをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネル
からケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出して
ください。

注意

ステップ 6 ノード上部カバーの取り外し （30 ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。

ステップ 7 ソケットからキャリアを取り外します。

a) 電源装置 1 の前のソケットに装着されているミニストレージ モジュール キャリアを見つけます。
b) キャリアの両端で、キャリアを固定しているクリップを外側に押します。
c) キャリアの両端を持ち上げ、マザーボードのソケットから外します。
d) キャリアを静電気防止シートの上に置きます。

ステップ 8 キャリアをそのソケットに取り付けます。

a) キャリアのコネクタを下向きにし、マザーボードのソケットと同じ端で、キャリアをソケット上に
置きます。2 つの位置合わせペグが、キャリアの 2 つの穴の位置に合っている必要があります。

b) 2 つのペグがキャリアの 2 つの穴を通過するように、キャリアのソケットの端をゆっくりと押し下げ
ます。

c) 固定クリップが両端でカチッと音がしてロックされるまで、キャリアを押し下げます。

ステップ 9 サーバに上部カバーを戻します。

ステップ 10 サーバをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してサーバの電源を完
全に投入します。
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図 28 : ミニストレージ モジュール キャリア

固定クリップ3マザーボード上のソケットの場所1

-配置ペグ2

ステップ 11 Cisco UCS Manager を使用したノードの再稼働 （29 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用してノー
ドを再稼働します。

ステップ 12 HX ノードとサービス プロファイルの関連付け （29 ページ）の説明に従って、ノードを UCS Manager
サービス プロファイルに関連付けます。

ステップ 13 ESXi リブート後に、HX メンテナンス モードの終了 （29 ページ）の説明に従って HX メンテナンス モー
ドを終了します。

M.2 用ミニストレージ キャリア内の M.2 SSD の交換
ここでは、M.2 用ミニストレージ キャリア（UCS-MSTOR-M2）内の M.2 SSD を取り外して交
換する手順について説明します。

ステップ 1 ミニストレージ モジュール キャリアの交換 （64 ページ）の説明に従い、ノードを HX メンテナンス モー
ドにし、ノードをシャットダウンしてデコミッションし、ミニストレージモジュールキャリアを取り外し
ます。

ステップ 2 M.2 SSD を取り外します。

a) No. 1 プラス ドライバを使用して、M.2 SSD をキャリアに固定している 1 本のネジを取り外します。
b) M.2 SSD をキャリアのソケットから取り外します。
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ステップ 3 新しい M.2 SSD を取り付けます。

a) M.2 SSD を下に向け、コネクタの終端をキャリアのソケットに挿入します。M.2 SSD のラベルが上向
きになっている必要があります。

b) M.2 SSD をキャリアに押し込みます。
c) M.2 SSD の終端をキャリアに固定する 1 本のネジを取り付けます。

ステップ 4 ミニストレージ モジュール キャリアの交換 （64 ページ）の説明に従い、ミニストレージ モジュール キャ
リアをノードに取り付け直し、ノードを再稼働し、そのプロファイルを再度関連付け、HX メンテナンス
モードを終了します。

RTC バッテリの交換

バッテリを正しく交換しないと、爆発するおそれがあります。交換用バッテリは元のバッテリ
と同じものか、製造元が推奨する同等のタイプのものを使用してください。使用済みのバッテ
リは、製造元が指示する方法に従って処分してください。

ステートメント 1015

警告

リアルタイムクロック（RTC）バッテリは、ノードの電源が外れているときにシステムの設定
を保持します。バッテリ タイプは CR2032 です。シスコでは、シスコに注文でき（PID
N20-MBLIBATT）、ほとんどの電器店からも購入できる、業界標準の CR2032 バッテリをサ
ポートしています。

ステップ 1 HX メンテナンス モードでの vSphere を使用したシャットダウン （27 ページ）の記述に従って、ノードを
Cisco HX メンテナンス モードにします。

ステップ 2 ノードのシャットダウンと電源切断 （25 ページ）の説明に従って、ノードをシャットダウンします。

ステップ 3 Cisco UCS Manager を使用したノードの停止 （25 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用してノード
をデコミッションします。

ノードがシャットダウンされてスタンバイ電源モードになった後も、電流は引き続きノード上を
流れ続けます。完全に電源を取り外すには、ノード内の電源装置からすべての電源コードを取り
外す必要があります。

注意

ステップ 4 すべての電源装置からすべての電源ケーブルを外します。

ステップ 5 RTC バッテリを取り外します。

a) 上部カバーを取り外せるように、ノードをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからノードを取り出し
てください。

注意

b) ノード上部カバーの取り外し （30 ページ）の説明に従ってサーバから上部カバーを取り外します。
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c) RTC バッテリの位置を確認します。垂直ソケットは、PCIe ライザー 2 の正面にあります。
d) マザーボード上のソケットからバッテリを取り外します。片側の固定クリップをゆっくりと開けて隙

間を空け、バッテリをまっすぐ持ち上げます。

ステップ 6 新しい RTC バッテリを取り付けます。

a) バッテリをホルダーに挿入し、カチッという音がするまでクリップの下に押し込みます。

バッテリのプラス側（「3 v +」の刻印が付いた平らな側）がサーバの正面から見て左向きに
なるようにしてください。

（注）

b) ノードに上部カバーを戻します。
c) ノードをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してノードの電源を

オンにします。

図 29 : マザーボード上の RTC バッテリの場所

-垂直ソケットの RTC バッテリ1

ステップ 7 Cisco UCS Manager を使用したノードの再稼働 （29 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用してノー
ドを再稼働します。

ステップ 8 HX ノードとサービス プロファイルの関連付け （29 ページ）の説明に従って、ノードを UCS Manager サー
ビス プロファイルに関連付けます。

ステップ 9 ESXi リブート後に、HX メンテナンス モードの終了 （29 ページ）の説明に従って HX メンテナンス モー
ドを終了します。
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電源装置の交換
ノードには 1 つまたは 2 つの電源装置を使用できます。2 つの電源装置を設置している場合、
それらの電源装置は 1+1 冗長です。

• サポートされている電源装置の詳細については、電力仕様 （98 ページ）も参照してくだ
さい。

• 電源 LED の詳細については、背面パネルの LED （22 ページ）も参照してください。

ここでは、AC 電源ユニットの交換手順について説明します。

AC 電源装置の交換

2 台の電源装置が設置されている場合は、1 + 1 として冗長なため、電源装置を交換するときに
サーバの電源をオフにする必要がありません。

（注）

サーバでは、タイプやワット数の異なる電源装置を組み合わせて使用しないでください。両方
の電源装置が同じである必要があります。

（注）

ステップ 1 次のようにして、交換する電源装置を取り外します。

a) 次のいずれかの操作を実行します。

• ノードに電源装置が 2 台ある場合は、ノードをシャットダウンする必要はありません。手順 2 に
進みます。

• ノードに 1 つの電源しかない場合は、次の手順を実行します。

1. HX メンテナンス モードでの vSphere を使用したシャットダウン （27 ページ）の記述に従っ
て、ノードを Cisco HX メンテナンス モードにします。

2. ノードのシャットダウンと電源切断 （25 ページ）の説明に従って、ノードをシャットダウン
します。

3. Cisco UCS Manager を使用したノードの停止 （25 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使
用してノードをデコミッションします。

ステップ 2 交換する電源装置から、電源コードを取り外します。

ステップ 3 電源装置のハンドルをつかみながら、リリース レバーをハンドルに向けてひねります。

ステップ 4 電源装置をベイから引き出します。

ステップ 5 次のようにして、新しい電源装置を取り付けます。

a) 電源装置のハンドルをつかみ、空のベイに新しい電源装置を挿入します。
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b) リリース レバーがロックされるまで、電源装置をベイに押し込みます。
c) 電源コードを新しい電源装置に接続します。

ステップ 6 ノードをシャットダウンする場合にのみ、次の手順を実行します。

a) Cisco UCS Manager を使用したノードの再稼働 （29 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用して
ノードを再稼働します。

b) HX ノードとサービス プロファイルの関連付け （29 ページ）の説明に従って、ノードを UCS Manager
サービス プロファイルに関連付けます。

c) ESXi リブート後に、HX メンテナンス モードの終了 （29 ページ）の説明に従って HX メンテナンス
モードを終了します。

図 30 : AC 電源装置の交換

電源装置ハンドル2電源装置リリース レバー1

DC 電源装置の交換

容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組み込む必要があります。

ステートメント 1022

警告

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ
れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。

ステートメント 1045

警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。

ステートメント 1074

警告

電源装置の冗長性を指定している（電源装置が 2 つある）サーバで DC 電源を交換する場合
は、1+1 冗長であるため、電源装置の交換時にサーバの電源をオフにする必要はありません。

（注）
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サーバでは、タイプやワット数の異なる電源装置を組み合わせて使用しないでください。両方
の電源装置が同じである必要があります。

（注）

ステップ 1 次のようにして、交換する電源装置を取り外します。

a) 次のいずれかの操作を実行します。

• ノードに電源装置が 2 台ある場合は、ノードをシャットダウンする必要はありません。手順 2 に
進みます。

• ノードに 1 つの電源しかない場合は、次の手順を実行します。

1. HX メンテナンス モードでの vSphere を使用したシャットダウン （27 ページ）の記述に従っ
て、ノードを Cisco HX メンテナンス モードにします。

2. ノードのシャットダウンと電源切断 （25 ページ）の説明に従って、ノードをシャットダウン
します。

3. Cisco UCS Manager を使用したノードの停止 （25 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使
用してノードをデコミッションします。

ステップ 2 交換する電源装置から、電源コードを取り外します。固定クリップを少し持ち上げて、電源装置のソケッ
トからコネクタを引き抜きます。

ステップ 3 電源装置のハンドルをつかみながら、リリース レバーをハンドルに向けてひねります。

ステップ 4 電源装置をベイから引き出します。

ステップ 5 次のようにして、新しい電源装置を取り付けます。

a) 電源装置のハンドルをつかみ、空のベイに新しい電源装置を挿入します。
b) リリース レバーがロックされるまで、電源装置をベイに押し込みます。
c) 電源コードを新しい電源装置に接続します。固定クリップでカチッと音がするまで、コネクタをソケッ

トに押し込みます。

ステップ 6 ノードをシャットダウンする場合にのみ、次の手順を実行します。

a) Cisco UCS Manager を使用したノードの再稼働 （29 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用して
ノードを再稼働します。

b) HX ノードとサービス プロファイルの関連付け （29 ページ）の説明に従って、ノードを UCS Manager
サービス プロファイルに関連付けます。

c) ESXi リブート後に、HX メンテナンス モードの終了 （29 ページ）の説明に従って HX メンテナンス
モードを終了します。
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図 31 : DC 電源装置の交換

PSU ステータス LED3鍵状ケーブル コネクタ
（CAB-48DC-40A-8AWG）

1

-鍵状 DC 入力ソケット2

DC 電源ユニットの接地
AC 電源装置は内部アースがあるため、サポート対象の AC 電源コードを使用する場合は、そ
れ以上接地する必要はありません。

DC電源装置を使用する場合は、サーバシャーシからラックのアースグラウンドへの追加の接
地を行うことができます。デュアルホール アース ラグおよびアース線で使用するネジ穴（2
個）は、シャーシの背面パネルにあります。

シャーシの接地点はM5ネジに合う大きさです。独自のネジ、アースラグとアース線を提供す
る必要があります。アースラグは、M5ネジに合ったデュアルホールラグである必要がありま
す。ユーザが提供するアース ケーブルは 14 AWG（2 mm）、最低 60℃ のワイヤか、現地の規
定で許可されるものでなければなりません。

（注）

PCIe カードの交換

シスコでは、シスコが認定および販売しているすべての PCIe カードをサポートしています。
シスコが認定も販売もしていない PCIe カードについては、お客様の責任でご使用ください。
シスコでは、ノードのサポートは常時行っておりますが、市販の標準規格のサードパーティ
カードを使用しているお客様は、そのサードパーティのカードで問題が発生した場合、その
カードのベンダーにご連絡していただく必要があります。

（注）
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PCIe スロットの仕様
ノードには、PCIe カードを水平に取り付けるための 1 つのライザー アセンブリ上に PCIe ス
ロットが 2 つあります。両方のスロットが NCSI プロトコルと 12 V のスタンバイ電源をサポー
トしています。

図 32 : 背面パネル、PCIe スロットの番号付け

次の表で、スロットの仕様について説明します。

表 7 : PCIe ライザー 1/スロット 1

NCSIのサポートカードの高さ（背面パネル開
口部）

カードの最大
長

コネクタの長
さ

電気路の
幅

スロット番号

ありフルハイト¾ レングスx24 コネクタGen-3 x161

microSD カード用ソケット X 1microSD カード スロッ
ト

表 8 : PCIe ライザー 2/スロット 2

NCSI のサポートカードの高さ（背面パ
ネル開口部）

カードの最大長コネクタの長さ電気路の
幅

スロット番号

Yesハーフ ハイトハーフ レングスx24 コネクタGen-3 x162

ケーブルの他方の端は、前面パネルの NVMe SSD をサポートする前面のドライブ
バックプレーンに接続します。

Gen-3 x8前面パネルの NVMe
SSD の PCIe ケーブル
コネクタ

PCIe カードの交換

別の mRAID ライザーに HBA コントローラ カードを取り付けます。SAS ストレージ コント
ローラ カード（HBA）の交換 （78 ページ）を参照してください。

（注）

交換するカードが Cisco VIC 1455 (HX-PCIE-C25Q-04) の場合は、このカードに Cisco HX 4.0 (1a)
以降が必要であることに注意してください。

（注）
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ステップ 1 HX メンテナンス モードでの vSphere を使用したシャットダウン （27 ページ）の記述に従って、ノードを
Cisco HX メンテナンス モードにします。

ステップ 2 ノードのシャットダウンと電源切断 （25 ページ）の説明に従って、ノードをシャットダウンします。

ステップ 3 Cisco UCS Manager を使用したノードの停止 （25 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用してノード
をデコミッションします。

ノードがシャットダウンされてスタンバイ電源モードになった後も、電流は引き続きノード上を
流れ続けます。完全に電源を取り外すには、ノード内の電源装置からすべての電源コードを取り
外す必要があります。

注意

ステップ 4 すべての電源装置からすべての電源ケーブルを外します。

ステップ 5 PCIe ライザーから既存の PCIe カード（またはブランク パネル）を取り外します。

a) 上部カバーを取り外せるように、ノードをラックの前方に引き出します。場合によっては、背面パネ
ルからケーブルを取り外して隙間を空ける必要があります。

コンポーネントへの接触や確認作業を安全に行えない場合は、ラックからサーバを取り出し
てください。

注意

b) ノード上部カバーの取り外し （30 ページ）の説明に従って、ノードから上部カバーを取り外します。
c) 交換する PCIe カードのポートから、すべてのケーブルを外します。
d) 両手を使って、外部ライザー ハンドルとライザー前面の青い領域をつかみます。
e) まっすぐ持ち上げて、ライザーのコネクタをマザーボード上の2つのソケットから外します。ライザー

を上下逆にして静電気防止シートの上に置きます。
f) カードの背面パネル タブを固定しているヒンジ付きプラスチック製固定具を開きます。
g) PCIe カードの両端を均等に引いて、PCIe ライザーのソケットから取り外します。

ライザーにカードがない場合は、ライザーの背面の開口部からブランク パネルを取り外します。

ステップ 6 次のようにして、新しい PCIe カードを取り付けます。

a) ヒンジ付きプラスチック製固定具を開いた状態で、新しい PCIe カードを PCIe ライザーの空ソケット
の位置に合わせます。

PCIe ライザー 1/スロット 1 には、ライザーの前端に長いカード ガイドがあります。長いカード ガイド
内のスロットは、フルレングス カードをサポートします。

b) カードの両端を均等に押し下げて、ソケットにしっかりと装着します。
c) カードの背面パネルタブがライザーの背面パネルの開口部に対して水平であることを確認したら、カー

ドの背面パネル タブでヒンジ付きタブ固定具を閉じます。
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図 33 : PCIe ライザー アセンブリ

ヒンジ付きカード固定具（各スロットに
1 つ）

4PCIe スロット 1 の背面パネルの開口部1

前面パネルの NVMe SSD をサポートす
るケーブルの PCIe コネクタ

5外部ライザー ハンドル2

PCIe スロット 2 の背面パネルの開口部3

d) PCIe ライザーを、マザーボード上の 2 つのソケットと 2 つのシャーシ位置合わせチャネルの上に配置
します。
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図 34 : PCIe ライザーの位置合わせ機構

シャーシのライザーの位置合わせ機能2青いライザー ハンドル1

e) PCIe ライザーの両端を慎重に押し下げて、2 つのコネクタをマザーボード上の 2 つのソケットにしっ
かりと差し込みます。

f) ノードに上部カバーを戻します。
g) ノードをラックの元の位置に戻し、ケーブルを再度接続したら、電源ボタンを押してノードの電源を

オンにします。

ステップ 7 Cisco UCS Manager を使用したノードの再稼働 （29 ページ）の説明に従い、UCS Manager を使用してノー
ドを再稼働します。

ステップ 8 HX ノードとサービス プロファイルの関連付け （29 ページ）の説明に従って、ノードを UCS Manager サー
ビス プロファイルに関連付けます。

ステップ 9 ESXi リブート後に、HX メンテナンス モードの終了 （29 ページ）の説明に従って HX メンテナンス モー
ドを終了します。

mLOM カードの交換
ノードではモジュラ LOM（mLOM）カードがサポートされています。これにより、Cisco VIC
アダプタなどの追加の背面パネル接続が可能になります。マザーボードの mRAID ライザーの
下に、水平 mLOM ソケットがあります。

MLOM ソケットには、Gen-3 x16 の PCIe レーンがあります。ノードが 12 V のスタンバイ電源
モードであり、ネットワーク通信サービス インターフェイス（NCSI）プロトコルをサポート
している場合、ソケットには電源がついたままになります。
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